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市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク市制10周年記念ロゴマーク

薬師川沿いの桜薬師川沿いの桜薬師川沿いの桜



S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

百歳おめでとうございます

　橋本トクさん（大正４年３月生）
が百歳を迎えられ、市長から祝詞と
お祝いの品を贈呈しました。
　橋本さんは毎日自転車でグランド
ゴルフに出かけたり、ひ孫さんたち
とお話をしたりと毎日を楽しまれて
います。病院に受診することもなく、
食事もおいしくいただけるそうです。
また、以前には踊りを習ったり、ご夫
婦で温泉旅行に出かけていたそうです。
　いつまでもお元気でお過ごしくだ
さい。

新教育委員に熊田裕子氏

行政相談委員の紹介

「しもつけ風土記の丘資料館」は昭和６１年の開所以来、県の施
設として、国・県指定史跡をはじめ県南地域に点在する文化財に
関する展示を行ってまいりましたが、４月１日から市に移管され、
国指定史跡下野国分寺跡・尼寺跡、県指定史跡丸塚古墳などの史
跡を「訪ね」、出土した資料を詳しく「見て学ぶ」ための施設とし
て活用していく予定です。
４月２日に行われた開所式では、資料館を訪れた方々と、くす
玉で開所を祝い、館内の見学を行いました。

３月24日、下野薬師寺歴史館の入
館者が10万人に達しました。
下野薬師寺歴史館は平成13年４月
に旧南河内町で開館した施設で、国
指定史跡下野薬師寺跡に関する資料
の展示を行ったりイベントを開催す
るなどして歴史に触れ合える施設と
して市内外の方に広く親しまれてい
ます。
入館10万人目となった方には、記
念品が贈られました。

市の施設として生まれ変わりました
しもつけ風土記の丘資料館開所式

入館者10万人達成！
下野薬師寺歴史館

川口桂子氏の任期満了に伴い、２月24日に開催された市議会での
同意を得て、熊田裕子氏が新たな教育委員に選任されました。
また、３月25日開催の第２回教育委員会臨時会において永山氏が

教育委員長に再任、前原氏が委員長職務代理者に新任されました。

４月１日付けで、野
のざ わ

澤洋
よう こ

子氏、毛
けづ か

塚静
しず

雄
お

氏、手
てづ か

塚英
ひで お

男氏の３名の
行政相談委員が総務大臣から委嘱されました。
国の行政や特殊法人（NTT・公庫等）の仕事、その他行政に関す

る悩みや意見のある方はお気軽にご相談ください。（相談料無料）
行政相談（心配ごと相談）は、きらら館（毎月第３月曜日）、ゆう
ゆう館（毎月第３火曜日）、ふれあい館（毎月第３金曜日）で実施し
ています。（時間：午後１時30分～午後３時30分）

■教育委員会の構成（敬称略）
　委員長　　永山　伸一（祇園）
　委員長職務代理者　前原　久（石橋）
　委員　三橋　明美（小金井）
　委員　熊田　裕子（祇園）
　教育長　池澤   勤（上三川町）
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

市内の拳士が大活躍！

　３月15日に宇都宮市明保野体育館で開催された「春季栃木
県南支部内少年交流試合2015」で市内の拳士が見事な成績を
収めました。　
　おめでとうございます。（敬称略）
・小学１年組手チャレンジA ３位　江戸愛菜（薬師寺小）
・小学１年組手チャレンジB 準優勝　佐藤忍（緑小）
・小学３年組手チャレンジ 優勝　新井龍臣（石橋小）
・小学４年組手の部 準優勝　飯野幸太（国分寺小）

文化芸術活動拠点整備検討委員会が教育
委員会に答申

桜の下で太
だ い

々
だ い

神
か ぐ ら

楽が奉納されました

　３月20日、本市出身で新たに自衛隊に入
隊、防衛大学校に入校する若者を励ます激
励会を開催し、市長や自衛隊栃木地方協力
本部長、下野市自衛隊父兄会長から激励の
言葉をいただきました。
　国防・災害派遣・国際貢献など、国の重
要な任務を担う入隊等予定者の今後のご活
躍とご健康をお祈りいたします。

国の重要任務を担う若者を激励
自衛隊入隊・入校者激励会

　平成26年８月に市教育委員会からの諮問を
受け、下野市にふさわしい文化芸術活動拠点
整備のあり方について検討を進めてまいりま
した、同整備検討委員会からの答申が、３月
19日の教育委員会定例会において報告され、
受理されました。
　答申には市民アンケートの結果等を踏まえ
ながら、財源や利用形態、事業手法といった
課題解決を図っていくことを前提として、大
ホールと小ホールを備えた「（仮称）下野市
文化会館」の建設の必要性について提言がな
されています。

４月12日、橋本神社で春の大祭が行われ、市無形文化財
の太々神楽が奉納されました。
見物客は、太々神楽の魅力である「舞人・奏楽・観客」

の一体感を感じながら、伝統的な舞に見入っていました。
初めて見物に来たとい

う方は「桜の花びらが舞
う中での舞がきれいだっ
た。これからも継承して
欲しい。」と、話してい
ました。

答申書を手渡す小原一馬検討委員会会長（写
真左）と永山伸一教育委員長
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みんな笑顔で地域の宝を育てるために

「子育て応援　しもつけっ子プラン」
プラン紹介
その2

　市では、この４月の子ども・子育て支援新制度スタートにあわせて、子育て支援を計画的に推進するための

指針として、「子育て応援　しもつけっ子プラン」を策定しました。今月号では、市がこれから取り組む施策・

事業を紹介します。 ■問い合わせ先　こども福祉課　☎５２‐１１１４

子育て応援しもつけっ子プランスタート！
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★マークは
新規事業です！

ぜひ、
ご覧ください！市がこれから取り組む

ことを紹介します！
● 本計画は市内図書館や市ホームページで
もご覧いただけます。

基本施策

基本施策

１１

２２

子どもを健やかに産み育てる環境整備子どもを健やかに産み育てる環境整備

心身とともに健やかな子どもの育ちを支える取り組みの推進心身とともに健やかな子どもの育ちを支える取り組みの推進

妊娠・出産への支援
　健診等を活用し相談・指導の機会や場の確保を進めるとともに、
不妊に関する相談支援や経済的負担の軽減を行います。

１
★産後の母子支援の充実
●妊婦健康診査（母子健康手帳および妊婦健康診査受診券の交付）
●両親学級（フレッシュママ・パパ教室）
●妊娠サポート事業の充実

思春期の心身の健康づくり
　子どもたち一人ひとりが自分を大切に思い、人を大切に思う心
を育むなど、次代の親としての成長を支援する取り組みを推進し
ます。

１
●思春期相談・教育の充実
●中・高生乳幼児ふれあい体験

子どもや母親の健康の確保
　健診・予防接種等の受診勧奨や受診しやすい環境をつくるなど、
母子の健康管理を促進します。

２ ★予防接種への助成
★かかりつけ医制度の推進
★初期対応のための「家庭の医学」の推進
●乳幼児健診
●食育学習機会　など

豊かな子どもをはぐくむ地域力の向上
　地域の多様な主体が連携し、地域全体で子どもを育成する環境
をつくります。

２ ★放課後子ども教室
★世代間交流の推進
★子どもが安心して集える安全な居場所づくり
●学校・家庭・地域・行政の連携及び協働
●地域の人材を活用した教育の取組

育児不安の軽減と虐待防止への支援
　相談や訪問等を通じ、保護者の育児に対する不安解消に努める
とともに、適切な支援・フォローが行える体制のさらなる強化を
推進します。

３
●こんにちは赤ちゃん全戸訪問事業
●養育支援家庭訪問事業
●相談体制の充実
●要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）

親育ちへの支援
　保護者が、親としての役割を深く認識できるよう支援するとと
もに、母親と父親がともに子育てにかかわっていけるよう、情報
提供や普及啓発に努めます。

３
●両親学級（フレッシュママ・パパ教室）
●父親の育児参加促進



主な新規事業の紹介

①産後の母子支援の充実
産院退院直後の健康面の悩みや不安などへの支援が求められているため、その状況を把握し今後の支

援のあり方を検討するなど、「妊娠から出産、子育て期までの切れ目ない支援体制」のさらなる充実に

努めます。

②予防接種への助成
疾病の動向や疾病に対する治療法の有無、ワクチンの有効性及び副反応の状況を把握しながら、専門

家の意見を踏まえ検討します。なお、今年度から、ロタワクチン予防接種とおたふくかぜワクチン予防

接種への助成が始まりました。

③放課後子ども教室
学校の余裕教室等に放課後の安全・安心な居場所を設け、学習活動やスポーツ・文化活動、地域との

交流活動等の機会を提供する教室です。実施について調査・検討します。

また。放課後子ども教室と学童保育との連携や一体化についても調査・検討します。

④利用者支援事業
教育・保育施設や地域子ども・子育て支援事業を円滑に利用できるよう、利用希望者からの相談に応

じて必要な情報提供やアドバイスを行うとともに、関係機関との連絡調整や情報集約を行います。

⑤石橋児童館整備事業
築40年以上が経過し老朽化が激しいことから、「子どもが安心して集える安全な居場所」という視点

を重視しながら、地域全体で子どもを育成できる新たな施設を整備します。

子育て応援しもつけっ子プランスタート！

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
27
年
度
は
下
野
市
市
制
施
行
何
周
年
で
し
ょ
う
か
？

①
５
周
年　
　

②
10
周
年　
　

③
20
周
年

問
１
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基本施策

３３ すべての子育て家庭を応援する体制の充実すべての子育て家庭を応援する体制の充実

教育・保育及び子育て支援事業の充実
　利用者の視点に立ち、教育・保育事業及び子育て支援事業の量
的かつ質的な充実に努めます。

１
★育児ママ・パパリフレッシュ事業
★市内の公立保育園の民営化
●休日保育事業・夜間保育事業・乳児保育事業
●放課後児童健全育成事業（学童保育）など

子育てに関する情報・相談・交流の充実
　身近な地域に交流の機会や場を確保するとともに、情報提供や
相談支援体制の充実に努めます。

２ ★利用者支援事業
★石橋児童館整備事業
●子育てに関する情報の発信
●身近な子育て相談体制の充実
●育児相談事業　など

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた支援
　仕事と生活のバランスがとれる多様な働き方を選択できるよう、
環境づくりと啓発活動を推進します。

３
● ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた各
方面への啓発

社会的養護を必要とする家庭への支援
　ひとり親家庭や障がいのある子どものいる家庭など、必要な人
に適切な支援が提供される環境づくりを進めます。

４ ❶ひとり親家族への支援
　・ひとり親家庭に対する相談体制の充実
　・母子家庭等対策総合支援事業
❷障がいのある子どもへの支援
　・幼稚園における特別支援教育の充実
　・障がい児保育事業　など



主
な
施
策
内
容

　

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
・
一

般
介
護
予
防
の
実
施
・
在
宅
医

療
介
護
連
携
の
推
進
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
充
実
・
認
知
症
対
策
の
推
進

５　

 

要
介
護
高
齢
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り

　

高
齢
者
が
援
助
を
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
、
本
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
、
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会

主
な
施
策
内
容

　

介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
質

の
確
保

６　

 

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
体
制
づ
く
り

　

高
齢
者
と
と
も
に
地
域
の
中

に
あ
る
課
題
や
喜
び
を
分
か
ち

合
い
な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会

主
な
施
策
内
容

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
・
所
得
段
階
別
保

険
料
の
設
定

高齢者保健福祉計画

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
新
た
な
下
野
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の

で
、
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
計
画
策
定
の
趣
旨

　

本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎

え
、
こ
れ
か
ら
は
「
団
塊
の
世

代
」
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成

37
年
（
２
０
２
５
年
）
を
見
据

え
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住

ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
こ
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
必
要
な
「
在
宅
医
療
介
護
連

携
の
推
進
」
「
認
知
症
施
策
の

推
進
」
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」
「
高
齢
者
の
居
住
に

係
る
施
策
と
の
連
携
」
な
ど
に

つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
施
策
や
方
針
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　

さ
ら
に
、
上
位
計
画
の
市
総

合
計
画
や
国
・
県
の
施
策
や
他

の
関
連
し
た
計
画
等
と
調
和
が

保
た
れ
た
も
の
と
し
ま
す
。

■
基
本
方
針

み
ん
な
で
支
え
合
い　

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

　
　

健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
視
点
に

立
っ
た
保
健
福
祉
施
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
基
本
方
針
と
基

本
目
標
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
、

高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
笑
顔
と
活
気
の
あ

ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

■
基
本
目
標

１　

 

健
康
で
自
立
し
た
生
活
づ

く
り

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康

で
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

と
支
え
あ
い
の
中
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会

■
計
画
期
間
と
位
置
づ
け

　

計
画
期
間
は
、
平
成
37
年

（
２
０
２
５
年
）
を
見
据
え
た

う
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
老
人

福
祉
法
」
に
定
め
る
「
老
人
福

祉
計
画
」
と
「
介
護
保
険
法
」

に
定
め
る
「
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
一
体
的
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

主
な
施
策
内
容

　

健
康
診
査
の
推
進
・
食
育
の

推
進
・
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
の
推
進

２　

 

生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

長
寿
社
会
づ
く
り

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
ち
、

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

主
な
施
策
内
容

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
・
高

齢
者
の
生
き
が
い
活
動
の
支

援
・
高
齢
者
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

３　

 

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
生

活
で
き
る
支
援
づ
く
り

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

主
な
施
策
内
容

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
・
高
齢
者
見
守
り
体
制
の
充

実
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
促

進４　

 

快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り

　

高
齢
者
が
生
活
機
能
全
体
の

向
上
を
通
し
て
、
健
康
で
い
き

い
き
と
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会

下
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
第
６
期
）を
策
定
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５
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○
要
支
援
１
・
２
の
方
向
け
の
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
が
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
給
付
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
か
ら
、
市
が
実
施
す
る
地

域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

○
移
行
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

市
が
中
心
と
な
っ
て
、
元
気
な
高
齢
者

を
は
じ
め
、
住
民
が
担
い
手
と
し
て
参
加

す
る
住
民
主
体
の
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
民
間
企
業
な
ど
多
く
の
主
体

に
よ
っ
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

○
「
新
し
い
総
合
事
業
」
が
始
ま
る
ま
で

　

現
在
の
介
護
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
が
引

き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。　

　

予
防
給
付
の
事
業
所
（
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
）
が
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
を
辞
退
し

な
い
限
り
、
市
の
指
定
事
業
所
と
み
な
す

経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

次
回
（
広
報
６
月

号
）
は
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

高齢者保健福祉計画

■所得段階別の保険料
　要介護認定者の増加に伴い、サービス利用見込量が増えるため、保険料が上昇します。上昇抑制の取り組み
として、介護給付費準備基金の一部を取り崩し保険料に充て抑制に取り組みました。
　また、所得水準に応じた保険料設定のため、第５期の８段階から11段階に細分化しました。

対　象　者 算定式 保険料（年額）
平成27年～ 29年

第１段階
生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福
祉年金受給者、市民税非課税世帯かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額80万円以下

基準額×0.50
（月額2,600円） 31,200（※）

第２段階 市民税非課税世帯かつ本人の課税年金収入＋合計所
得金額が80万円超120万円以下

基準額×0.65
（月額3,380円） 40,600（※）

第３段階 市民税非課税世帯かつ本人の課税年金収入＋合計所
得金額が120万円超

基準額×0.75
（月額3,900円） 46,800（※）

第4段階 本人が市民税非課税（世帯課税）かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額が80万円以下

基準額×0.85
（月額4,420円） 53,000

第５段階 本人が市民税非課税（世帯課税）かつ本人の課税年
金収入＋合計所得金額が80万円超

基準額×1.00
（月額5,200円） 62,400

第６段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が120万円未満 基準額×1.20
（月額6,240円） 74,900

第７段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が120万円以上
200万円未満

基準額×1.30
（月額6,760円） 81,100

第８段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が200万円以上
300万円未満

基準額×1.50
（月額7,800円） 93,600

第９段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が300万円以上
500万円未満

基準額×1.70
（月額8,840円） 106,100

第10段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が500万円以上
700万円未満

基準額×1.90
（月額9,880円） 118,600

第11段階 本人が市民税課税かつ合計所得金額が700万円以上 基準額×2.10
（月額10,920円） 131,000

※介護保険法正により、消費税による公費を投入して、保険料軽減を行う仕組みが設けられています。
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第４期下野市障がい者福祉計画

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

10
年
目
の
節
目
と
な
る
平
成
27
年
度
は
、「
下
野
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

第４期下野市障がい者福祉計画（Ｈ27～Ｈ29）
を策定しました

　障がい者福祉計画は、障がいのある人や障がいのある子どもが自立した日常生活や社会生活を営むことがで

きる社会の実現を目指すために、今後３年間に下野市が取り組む施策の方向性や重点的に取り組む課題などを

明確化するもので、「障がい者計画」（障がい者施策の理念、基本方針及び目標を定めた計画）と「障がい福祉

計画」（障がい福祉サービス等の実績、見込量及び今後の具体的な支援策を定めた計画）で構成され、下野市

における障がい者施策の基本的な計画として位置づけられます。

●重 点 目 標

１．普及・啓発の推進
障がいのある人もない人もともに生きる地域を目指します。
子どものころからノーマライゼーションの精神を育むため、保育園や学校教育等で障がいのある人と

の交流の機会を図るとともに、障がいのある人も主体的に地域社会に関われるよう、市民が障がいへの
理解を深めるための普及啓発を推進します。

２．就労支援の充実
障がいのある人が、一人ひとりの意欲と適性に応じた就労の機会が得られるよう、企業や雇用主に対

する啓発や研修等を行うとともに、地域社会や関係機関と連携した就労支援に取り組みます。

３．居場所の確保
障がいのある人が安心して過ごせる場をつくるため、学童期の放課後対策や長期休業中の居場所及び

若い世代のニートや引きこもりの方など同世代が集える多様な日中活動の場などの確保について、地域
自立支援協議会において基幹型相談支援センターの設置を含め具体的な検討を行います。

●計画の基本的方向

　計画の基本目標や重点目標を達成するため、以下の7つの項目を基本的方向として位置づけ、障がいのある

人もない人もともに生きる「共生のまち　しもつけ」の実現に向けて取り組みます。

①生活支援の充実　②生活環境の充実　③保健・医療体制の充実　④保育・教育体制の充実

⑤就労支援の充実　⑥社会参加の支援　⑦協働によるまちづくりの推進

※詳細については、市ホームページ「第4期下野市障がい者福祉計画」をご覧ください。

検索方法は、「下野市ホームページ」⇒「組織からさがす」⇒「社会福祉課」⇒「第4期下野市障がい者福祉計画」

■問い合わせ先　社会福祉課（石橋庁舎１階）☎（52）1112

●基本目標（スローガン）

障がいのある人もない人もともに生きる「共生のまち　しもつけ」

「ふれあうこころ　かよいあうこころ　たすけあうこころ」
　障がい福祉サービスやその他の支援を受けながら、自立と社会参加の実現を図るとともに、ノーマライゼー

ションの理念のもと、すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らせる社会を目指します。

Shimotsuke
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５
月
25
日
〜
31
日
は

脳
卒
中
週
間
で
す

○
顔
の
片
側
が
ゆ
が
ん
で
い
る

○
片
腕
が
上
が
ら
な
い

○
ロ
レ
ツ
が
ま
わ
ら
な
い

○
片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
モ

ノ
が
２
つ
に
見
え
る
、
視
野
の

半
分
が
か
け
る

　

こ
の
よ
う
な
顔
、
腕
、
言
葉

な
ど
の
異
常
は
「
脳
卒
中
」
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

脳
卒
中
は
、
寝
た
き
り
に
な

る
最
大
の
原
因
で
す
。
症
状
が

出
現
し
て
か
ら
４
時
間
半
以
内

で
な
い
と
、
脳
梗
塞
の
場
合
は

最
新
治
療
（
ｔ-

Ｐ
Ａ
静
注
療

法
）
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
突
然
」で
す
。

突
然
右
の
よ
う
な
症
状
が
出
現

し
た
ら
、
一
秒
で
も
早
く
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

お　

知　

ら　

せ

「
栃
木
県
民
の
日
」事

業 

歯
と
口
の
健
康
週

間
フ
ッ
素
塗
布
・
歯

の
相
談

■
日
時　

６
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

　

下
野
会
場
：
下
野
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

　

小
山
会
場
：
小
山
市
立
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

　

野
木
会
場
：
野
木
町
保
健
セ

ン
タ
ー

■
対
象
者　

年
中
児
〜
小
学
２

年
生
（
下
野
市
・
小
山
市
・
野

木
町
民
の
方
）

■
料
金　

無
料

■
そ
の
他

・
歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

・
フ
ッ
素
塗
布
後
30
分
間
は
飲

食
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

■
主
催　
（
一
社
）
小
山
歯
科

医
師
会
、
下
野
市
・
小
山
市
・

野
木
町

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

６
月
１
日
〜
７
日
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

で
す

　

平
成
25
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数

は
約
１
，５
０
０
件
で
、
未
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
分

か
っ
た
と
き
に
は
既
に
エ
イ
ズ

を
発
症
し
て
い
る（
い
き
な
り

エ
イ
ズ
）割
合
が
３
割
を
超
え
、

早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
機
会

を
逸
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
を
心
配
さ
れ

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
検

査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
検
査
実
施
場
所

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

■
検
査
費
用　

無
料

※
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）１
２
１
９

不
正
け
し
撲
滅
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

け
し
の
仲
間
に
は
法
律
で
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
管
内
で
確
認
さ
れ
た

不
正
け
し
は
約
２
０
０
０
本
で
、

「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム

種
）」と「
ケ
シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル

ム
種
）」が
あ
り
ま
し
た
。

　

繁
殖
力
が
強
く
、
雑
草
に
混

ざ
っ
て
自
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
正
け
し
を
見
か
け
た
り
、

鑑
別
に
迷
っ
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）６
１
１
９

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

種 類 ケシ アツミゲシ
草 丈 100 ～ 160cm 50 ～ 100cm
茎の特徴 無毛であり、あっても極めて少ない
葉 の 色 キャベツの様な白緑色

葉の特徴

① ふちはノコギリ
の様に不規則な
ギザギザ

② 柄がなく、茎を
包み込んでいる。

① 葉の切れ込みが
やや深い

② 葉の大きさがケ
シよりも小型

花 の 色 赤、桃 薄紫
花 び ら ４枚、八重 ４枚

Time is brain

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
が
、
誰
も
が
・
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
推
進
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
？

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
　

③
キ
ン
ボ
ー
ル

問
２
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■
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど

の
受
診
、
健
康
づ
く
り
事
業
へ

参
加
し
、
５
ポ
ン
イ
ト
を
貯
め

る
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
と
い

う
事
業
で
す
。

■
実
施
期
間

　

平
成
28
年
２
月
29
日
㈪
ま
で

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
で
満
19
歳
以
上
の

方■
対
象
事
業
と
ポ
イ
ン
ト
数

○
必
須
項
目

　

次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
の
受

診
が
必
須
で
す
。

① 

が
ん
検
診
等（
胃
、
胃
ハ
イ

リ
ス
ク
、
肺
、
大
腸
、
前
立
腺
、

子
宮
、
乳
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

骨
密
度
、
結
核
）：
１
ポ
イ

ン
ト

② 

健
康
診
査（
特
定
健
診
、
職

域
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
）：
２
ポ
イ
ン
ト

③ 

ヤ
ン
グ
健
診
：
３
ポ
イ
ン
ト
、

（
子
宮
、
乳
が
ん
検
診
対
象

の
方
は
２
ポ
イ
ン
ト
）

○
選
択
項
目（
各
事
業
１
ポ
イ

ン
ト
）

　

・
歯
周
病
疾
患
検
診

　

・
み
そ
汁
塩
分
測
定
会

　

・ 

歩
く
ら
す（
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
）

　

・ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業（
30

回
分
）

　

・
市
民
公
開
講
座

　

・ 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

■
参
加
方
法

　

６
月
１
日
㈪
か
ら
８
月
31
日

㈪
ま
で
に
、
参
加
申
込
書（
健

康
増
進
課
窓
口
、
各
公
民
館
に

設
置
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。）

を
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）。

　

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
事
業
に
参
加
す
る
ご
と
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
対

象
事
業
に
参
加
す
る
時
に
は
忘

れ
ず
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

医
療
期
間
で
の
検
診
や
職
場

で
の
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
た
方
は
、
健
診
結
果
を

健
康
増
進
課
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら

　

平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
か
ら

29
日
㈪
ま
で
に
、
持
参
ま
た
は

郵
送
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
健
康
増
進
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

５
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
方
に
、

道
の
駅
し
も
つ
け
の
商
品
券

（
１
，０
０
０
円
分
）を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。（
１
人
１
回
限

り
）

　

平
成
28
年
３
月
に
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。

■
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
０
２

　

下
野
市
下
古
山
１
２
２
０

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館
内
）

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

（
52
）３
７
１
２

　

 
kenkouzoushin@

city.
shim

otsuke.lg.jp

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
無
償

の
献
血
が
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
方

の
尊
い
生
命
を
救
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

６
月
23
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場

　

石
橋
公
民
館
駐
車
場

※
全
血
の
み
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

精
神
科
医
が
対
応
す
る
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
す
る
こ
と
で
、
今
の
つ

ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

５
月
12
日
㈫
、
７
月
７
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※ 

予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
日

の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

献血方法別の献血基準
全血献血

200mL献血 400mL献血

年齢 16歳～ 69歳
男性：17歳～ 69歳

女性：18歳～ 69歳

体重
男性：45㎏以上

男女とも50㎏以上
女性：40㎏以上

※65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までの間に献血経
験のある方に限られます。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　 

平
成
23
年
度
の「
第
24
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
と
ち
ぎ
２
０
１
１
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」の
開
催
を
き
っ
か
け
に
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

5
月
20
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程　

５
月
25
日
㈪

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

■
相
談
員　

心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
み
る
く（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※ 

「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）
３
１
０
円
が
か

か
り
ま
す
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、

下
野
市
が
発
行
す
る
「
接
種
券
」

が
必
要
で
す
。

■
平
成
27
年
度
の
定
期
予
防
接

種
対
象
者

　

定
期
予
防
接
種
対
象
の
方
で

次
の
①
に
該
当
す
る
方
に
は
、

接
種
権
を
送
付
し
ま
す
の
で
手

続
き
は
不
要
で
す
。

① 

生
年
月
日
が
次
の
方
で
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
事
が
な
い
方
。

・
昭
和
25
年
４
月
２
日

〜
昭
和
26
年
４
月
１
日

・
昭
和
20
年
４
月
２
日

〜
昭
和
21
年
４
月
１
日

・
昭
和
15
年
４
月
２
日

〜
昭
和
16
年
４
月
１
日

・
昭
和
10
年
４
月
２
日

〜
昭
和
11
年
４
月
１
日

・
昭
和
５
年
４
月
２
日

〜
昭
和
６
年
４
月
１
日

・
大
正
14
年
４
月
２
日

〜
大
正
15
年
４
月
１
日

・
大
正
９
年
４
月
２
日

〜
大
正
10
年
４
月
１
日

・
大
正
４
年
４
月
２
日

予
防
接
種

妊
娠
を
望
む
方
へ

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
予
防

に
つ
い
て
、
下
野
市
で
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
19
歳
以
上

49
歳
以
下
の
市
民
で
、
妊
娠
を

望
む
女
性
と
そ
の
夫
及
び
妊
婦

の
夫
の
う
ち
、
風
し
ん
抗
体
価

が
低
い
方
に
１
回
の
み
ワ
ク
チ

ン
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
対
象
者

は
麻
し
ん
抗
体
価
も
低
値
で
あ

る
場
合
が
多
い
た
め
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ

ン
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

■
風
し
ん
抗
体
価
の
低
値
と
は

Ｈ
Ｉ
法
：
16
倍
以
下

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
：
８
・
０
未
満

（
国
際
単
位
３
０
IU 

/ml
未
満
）

■
助
成
額

風
し
ん
：
３
，０
０
０
円

Ｍ
Ｒ
：
５
，０
０
０
円

※ 

差
額
を
医
療
機
関
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

〜
大
正
５
年
４
月
１
日

② 

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
を
有
し
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
事
が
な
い
方
。

■
任
意
接
種
対
象
者

　

下
野
市
に
住
民
登
録
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
定
期

接
種
の
対
象
外
の
方
で
、
次
の

①
〜
③
に
該
当
す
る
方
は
、
事

前
に
下
野
市
健
康
増
進
課
ま
で

接
種
券
の
発
行
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

① 

接
種
日
に
お
い
て
、
満
70
歳

以
上
の
方

② 

５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方
。

③ 

過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

※ 

脾
臓
を
摘
出
し
て
い
る
方
、

公
害
認
定
患
者
は
保
険
適
用

と
な
る
た
め
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
助
成
額

　

定
期
接
種
、
任
意
接
種
と
も

に
接
種
費
用
の
う
ち
３
，５
０
０

円
。

※ 
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

と
助
成
額
の
差
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

■
接
種
方
法

① 

医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
任
意
接
種
対
象

者
の
方
は
、
事
前
に
接
種
券

の
発
行
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

② 

接
種
券
、
健
康
保
険
証
等
の

年
齢
・
住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
を
お
持
ち
に
な
っ
て
医

療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

任
意
接
種
の
場
合
、
予
防
接

種
を
起
因
と
す
る
健
康
被
害
に

お
け
る
補
償
内
容
は
、
定
期
接

種
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
民
課
日
曜
窓
口
の
実
施
日
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

問
３
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医
療
じ
ゃ
な
く
て
、
介
護
保
険

だ
け
ど
」
と
思
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
実

は
、
訪
問
看
護
を
受
け
て
い
る

方
の
多
く
は
介
護
保
険
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
、
何
が
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
ご

存
知
の
と
お
り
高
齢
化
が
進
み
、

訪
問
看
護
を
必
要
と
す
る
方
の

数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
医
療
保
険
で
訪
問
看
護

を
利
用
す
る
方
々
の
割
合
も

訪
問
看
護
っ
て
何
？

　

今
回
は
、
医
療
費
か
ら
み

た
「
訪
問
看
護
」
の
お
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
下
に
示
し

た
円
グ
ラ
フ
（
図
1
）
を
よ
く

見
て
い
た
だ
く
と
分
か
る
の
で

す
が
、
下
野
市
国
民
健
康
保
険

医
療
費
の
約
１
・
５
％
を
訪
問

看
護
が
占
め
て
い
ま
す
。
医
療

費
全
体
に
占
め
る
割
合
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
な
の
で
す
が
、
皆
さ

ん
「
訪
問
看
護
」
を
ご
存
知
で

す
か
？
文
字
ど
お
り
、
看
護
師

等
が
患
者
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
市
内
を

走
る
「
○
○
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
書
か
れ
た
車
に
気

づ
か
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
自
宅
に
居
な
が

ら
、
訪
問
看
護
師
な
ど
に
健
康

に
関
す
る
相
談
を
し
た
り
、
看

護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
（
多
少
条
件
が
あ
り
ま
す

が
…
）。

医
療
保
険
と
介
護
保
険

　

で
も
「
あ
れ
っ
、
う
ち
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
訪
問
看
護
は
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
（
図
2
）。

医
療
保
険
に
よ
る
訪
問
看
護
が

増
え
て
き
た
理
由
を
詳
し
く
説

明
す
る
と
や
や
こ
し
い
の
で
す

が
、
ざ
っ
く
り
言
え
ば
様
々
な

医
療
的
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す

る
方
で
も
在
宅
で
療
養
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

介
護
保
険
で
訪
問
看
護
を
利
用

さ
れ
る
の
は
、
脳
梗
塞
や
糖
尿

病
が
原
因
で
介
護
を
必
要
と
さ

れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
医

療
で
訪
問
看
護
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
が
ん
や
神
経
難
病
の

方
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
機
器

を
使
わ
れ
る
方
が
よ
り
多
く
含

ま
れ
ま
す
。
バ
ケ
ツ
の
氷
水
を

浴
び
る
ア
イ
ス
・
バ
ケ
ツ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た

Ａ
Ｌ
Ｓ
も
神
経
難
病
の
一
つ
で

す
。
人
工
呼
吸
器
や
胃
ろ
う（
胃

に
直
接
栄
養
を
送
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
）
な
ど
医
療
的
な

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
で
も
、

自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
最
後
ま
で
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
お
医
者
さ
ん
や
看
護

師
さ
ん
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、

き
ち
ん
と
医
療
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
野
市
の
国
保
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
で
、
ど
の
程
度
医
療

保
険
で
訪
問

看
護
を
利
用

し
て
い
る
の

か
デ
ー
タ
を

見
た
と
こ
ろ
、

あ
ま
り
増
え

て
は
い
な
い

よ
う
で
す
（
図

３
）。
訪
問
看

護
師
な
ど
に

尋
ね
て
み
る

と
、
そ
の
理

由
の
一
つ
に

医
療
コ
ラ
ム 

●

国
保
で
わ
か
る
！ 

健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学　

准
教
授　

種
市　

ひ
ろ
み

　獨協医科大学看護学部
准教授。下野市の医療費
データを基に市民の健康
状況や疾病状況につい
て、調査・分析を行って
います。

訪
問
看
護
が
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
た
め
の
選

択
肢
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
に
在
宅
で
療

養
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
療
養
生
活
に
つ
い
て

迷
っ
た
り
、
困
っ
た
時
は
、
お

医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
な
ど

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

病
院
に
よ
っ
て
は
医
療
相
談
窓

口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
近
く
に
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
あ
な

た
の
ま
わ
り
に
た
く
さ
ん
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

外来 38.5％外来 38.5％

調剤 19.0％調剤 19.0％

入院 33.4％入院 33.4％

歯科 7.6％歯科 7.6％ 訪問看護 1.5％訪問看護 1.5％

平成 23 年度レセプトデータより算出平成 23 年度レセプトデータより算出

下野市国民健康保険医療費の割合下野市国民健康保険医療費の割合

図１図１

■外来
■調剤
■入院

（%）（%）
図2　保険別訪問看護利用者の割合図2　保険別訪問看護利用者の割合
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■介護保険法 ■医療保険法 総務省統計局データより算出総務省統計局データより算出

19年19年 20年20年 21年21年 22年22年 23年23年 24年24年 25年25年 26年26年

7474

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
、
毎
月
第
２
日
曜
日
（
午
前
の
み
）】　

市
民
課
国
分
寺
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

図3　下野市国保レセプトから算出した
　　   医療保険による訪問看護利用者数
　　   とその医療費の推移

図3　下野市国保レセプトから算出した
　　   医療保険による訪問看護利用者数
　　   とその医療費の推移
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検　
　

診

結
核
健
診
の
お
知
ら
せ

　

感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
た
結

核
定
期
健
診
（
胸
部
間
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
下
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
こ
の
健
診
の

対
象
者
は
65
歳
以
上
（
平
成
28

年
３
月
３
１
日
基
準
）
の
方
で
、

毎
年
１
回
の
健
診
と
な
り
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
が
市
内
を

巡
回
し
ま
す
の
で
、
市
か
ら
４

月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
た
受
診
票

を
ご
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の

会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
結
果
、
要
精
密
検
査

に
な
っ
た
方
は
医
療
機
関
で
精

密
検
査
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
健
診
結
果
は
、
６
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。）

※ 

こ
の
結
核
健
診
を
受
け
る
方

は
、
肺
が
ん
検
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

　

☎（
52
）１
１
１
６

実施日 時　　間 会　　場

5月22日㈮

8：50～9：20 薬師寺３丁目公民館
9：40～10：00 西区公民館

10：30～12：00 グリーンタウンコミュニティセンター
13：30～13：40 下野市商工会南河内支所
14：00～14：30 薬師寺６丁目公民館
14：50～15：10 成田公民館

5月25日㈪

8：30～8：40 鯉沼公民館
9：00～9：20 三王山公民館
9：40～9：50 吉田東小学校体育館駐車場
10：10～10：30 南河内東公民館
10：50～11：00 上坪山公民館
11：20～11：30 絹板台公民館
11：50～12：00 台坪山公民館
13：30～13：40 東根公民館
14：00～14：20 谷地賀公民館

5月26日㈫

8：20～9：00 南河内図書館南側駐車場
9：20～10：00 仁良川コミュニティセンター

10：30～11：30 グリーンタウンコミュニティセンター

5月27日㈬

8：10～8：20 西坪山公民館
8：40～9：20 上町公民館
9：40～10：30 保健福祉センターゆうゆう館

10：50～11：10
生井市太郎様北側敷地
（旧国分寺教育センター
駐車場東）

11：30～12：00 JAおやま国分寺支店駐車場
13：30～14：30 国分寺駅西児童館

5月28日㈭

8：00～8：30 柴北・大橋久也様宅
8：50～9：40 下町公民館
10：00～10：50 国分寺東児童館
11：10～11：30 柴南公園
13：00～13：20 柴南・東方館

■結核健診日程

実施日 時　　間 会　　場

5月29日㈮

8：00～8：30 箕輪・蔓巻公園管理棟隣
8：50～9：20 川西公民館
9：40～9：50 国分研修センター
10：10～10：40 国分寺聖武館玄関前
11：00～11：30 川北集落センター
11：50～12：00 川南集落センター
13：30～14：30 関根井公民館

6月 1 日㈪
8：50～9：40 国分寺図書館
10：00～11：30 保健福祉センターゆうゆう館

6月 2 日㈫

8：20～8：40 通古山・市村運輸様宅
9：00～9：10 下古山・児山館
9：30～10：00 保健福祉センターきらら館
10：20～10：50 下石橋公民館
11：00～11：50 石橋公民館
13：30～14：00 旭町・小野口商店様宅

6月 3 日㈬

8：00～8：50 栄町・そうとめ皮膚科
クリニック駐車場

9：10～9：30 下野市テーマ館

9：50～10：30 大光寺・ふじたクリニック駐車場
10：50～11：30 上大領・新井商店様宅
13：00～13：10 細谷集落センター
13：30～13：40 中大領構造改善センター
14：00～14：10 橋本・岡田商店様宅

6月 4 日㈭

8：30～9：10 グリムの館駐車場
9：30～10：10 石橋公民館
10：30～11：00 開雲寺駐車場
11：20～11：30 若林公民館
11：50～12：00 若林・石井佳子様宅

13：30～13：50 石北コミュニティセンター1号館
14：10～14：20 上古山集落センター

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

弘こ
う
あ
ん安

５
年
（
西
暦
１
２
８
２
）、
現
在
の
下
野
市
下
古
山
に
建
て
ら
れ
た
城
は
次
の
内
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
児こ

や
ま
じ
ょ
う

山
城　
　

②
宇う

つ
の
み
や
じ
ょ
う

都
宮
城　
　

③
多た

こ
う
じ
ょ
う

功
城

問
４
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子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
の

ご
案
内

　

平
成
27
年
度
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
、
集
団
検
診
と
医
療
機

関
（
個
別
検
診
）
の
選
択
方
式

で
実
施
し
ま
す
。
受
診
回
数
は

年
度
内
１
回
で
す
の
で
、
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
（
個
別
検
診
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
下
記
の
医
療

機
関
に
直
接
予
約
申
し
込
み
の

う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
野
市
で
は
、
よ
り
精
度
の

高
い
検
診
に
す
る
た
め
に
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
検
査
」
を
あ
わ
せ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
も

に
陰
性
（
－
）
の
場
合
は
異
常

認
め
ず
と
な
り
、
少
な
く
と

も
３
年
間
は
子
宮
頸
が
ん
に
な

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

次
の
検
診
は
３
年
後
と
な
り
ま

す
。

■
実
施
時
期　

６
月
１
日
〜
平

成
28
年
２
月
29
日

■
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女

性
（
平
成
25
年
度
ま
た
は
26
年

度
に
受
診
し
、「
異
常
認
め
ず
」

と
な
っ
た
方
を
除
く
）

■
検
診
結
果

　

市
は
受
診
さ
れ
た
方
の
検
診

結
果
と
精
密
検
査
結
果
に
つ
い

て
、
細
胞
検
査
機
関
、
受
診
医

療
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
ま
す
。

検
査
結
果
は
、
細
胞
検
査
機
関

か
ら
の
結
果
が
届
き
次
第
、
市

か
ら
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。

（
検
診
日
か
ら
１
か
月
半
程
度

か
か
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■
個
人
負
担
金　

１
，０
０
０
円

■
検
査
内
容

　

問
診
、
内
診
、
子
宮
頸
部
細

胞
診
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

■
受
診
方
法

　

平
成
27
年
度
受
診
券
を
、
必

ず
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
は
５
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
受
診
券
が
見

当
た
ら
な
い
場
合
は
、
健
康
増

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 
検
診
の
結
果
、「
異
常
認
め

ず
」
と
な
っ
た
方
は
、
次
回

３
年
後
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

※ 

検
診
の
結
果
、「
精
密
検
査
」

ま
た
は
「
治
療
が
必
要
」
と

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
関

す
る
費
用
は
保
険
診
療
で
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
受
診
に
関
す
る
注
意
事
項

① 

現
在
妊
娠
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

② 

現
在
婦
人
科
で
治
療
中
、
ま

た
は
治
療
終
了
後
２
週
間
以

内
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

③ 

ス
カ
ー
ト
等
の
支
度
が
便
利

で
す
。

④ 

生
理
用
品
（
ナ
プ
キ
ン
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度　

下
野
市

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

個
別
検
診
の
お
知
ら
せ

　

今
回
は
医
療
機
関
（
個
別
検

診
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
集
団
検
診
に
つ
い
て
は

広
報
４
月
号
も
し
く
は
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
30
〜
31
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

①
〜
③
共
通
事
項

■
受
診
回
数　

年
度
内
１
回
。

集
団
検
診
と
の
重
複
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
実
施
方
法

① 

大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問

診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り

ま
す
。

② 

検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機

関
で
確
認
し
、
結
果
通
知
書

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
は
血
液
検
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
受
診
当
日
は
食
事
を

と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
は
５
月
中
旬
に
届
き

ま
す
。
検
診
当
日
に
受
診
券
が

無
い
場
合
に
は
検
診
料
金
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
年
齢
基
準

　

平
成
27
年
度（
平
成
27
年
４
月

１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
）に

そ
の
年
齢
に
達
す
る
方

①
特
定
健
診

■
対
象
者

　

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
40
歳
〜
75
歳
未
満
の
方

■
検
査
内
容

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
測

定
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

心
電
図

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

　

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証

■
そ
の
他

・ 

他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
会
社
の
担
当
者
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・ 

が
ん
検
診
と
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
〜
12
月
31
日（
休
診

日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方

の
み
）

■実施医療機関（検診日・検診時間については、電話でご確認ください）
医療機関名 住　　　所 電話番号

石橋総合病院 下野市石橋628 53－1134
木村クリニック 下野市祇園1－7－7 44－8211
中央クリニック 下野市薬師寺3154－2 40－1121
和田マタニティクリニック 下野市小金井1－30－6 40－5503
樹レディスクリニック 小山市神鳥谷5－18－15 20－5505
新小山市民病院 小山市若木町1－1－5 21－3844
やまなかレディースクリニック 小山市若木町2－11－20 37－8020
木村婦人科医院（予約不要） 壬生町壬生甲2349 0282－82－6136
クララクリニック 壬生町壬生甲3312－1 0282－83－1311

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】　

児こ
や
ま山

朝と
も
さ
だ定

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
城
で
、
宇
都
宮
城
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方

■
検
査
内
容

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
券
、

保
険
証

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
〜
平
成
28
年
１
月
31

日（
休
診
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

③
が
ん
検
診

○
大
腸
が
ん
検
診

■
対
象
者　

40
歳
以
上

■
検
査
内
容

　

便
潜
血
反
応
検
査（
2
日
法
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

○
肺
が
ん
検
診

■
対
象
者　

40
歳
以
上

■
検
査
内
容

　

胸
部
Ⅹ
線
直
接
撮
影（
必
要
に

応
じ
て
喀
痰
細
胞
検
査
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

○
前
立
腺
が
ん
検
診

■
対
象
者

　

50
歳
以
上
の
男
性

■
検
査
内
容

　

血
液
検
査（
Ｐ
Ｓ
Ａ
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
検
査
）

■
個
人
負
担
金

　

４
０
０
円（
集
団
検
診
３
０
０

円
）

○
各
検
査
共
通
事
項

■
受
診
時
に
持
参
す
る
も
の

　

平
成
27
年
度
受
診
券
、
保
険
証

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
〜
12
月
31
日（
休
診

日
除
く
）

■
そ
の
他

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
と
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■医療機関一覧（個別検診）
 ※50音順

医療機関名 住所 電話番号
特定健診
後期高齢
者健診

大腸がん
検診

前立腺
がん検診

肺がん
検診

あんずの森クリニック 下野市仁良川1518－1 32－6601 ○ ○ ○ ○
石橋総合病院 下野市石橋628 53－1134 ○ ○ ○ ○
海老原医院 下野市小金井5－26－10 44－0163 ○ ○ ○ ×
大栗内科 下野市石橋811－1 53－5850 ○ ○ ○ ○
大柳内科・眼科 下野市文教2－7－14 51－2400 ○ ○ ○ ○
岡田医院 下野市小金井2976 44－0021 ○ ○ ○ ○
角田内科医院 下野市石橋549 53－5665 ○ ○ ○ ○
グリーンタウンクリニック 下野市祇園2－3－2 44－8311 ○ ○ ○ ○
小金井中央病院 下野市小金井2－4－3 44－7000 ○ ○ ○ ○
国分寺さくらクリニック 下野市小金井777－1 40－0203 ○ ○ ○ ○
ことうだ腎クリニック 下野市駅東5－13－16 44－8345 ○ ○ ○ ○
佐藤内科 下野市石橋839－14 53－1305 ○ ○ ○ ○
島田クリニック 下野市石橋238－1 53－8000 ○ ○ ○ ○
しもつけ痛みのクリニック 下野市柴871－7 40－0307 ○ × × ×
しもつけクリニック 下野市薬師寺3171－4 32－6331 ○ ○ ○ ○
すずき内科・循環器科 下野市薬師寺2489－10 40－1260 ○ ○ ○ ○
新島内科クリニック 下野市文教3－10－4 53－8820 ○ ○ ○ ○
ふじたクリニック 下野市大光寺1－11－10 51－2727 ○ ○ ○ ○
南河内診療所 下野市薬師寺2472－15 47－1070 ○ ○ ○ ○
宮澤クリニック 下野市柴291－2 44－3309 ○ ○ ○ ○
山本整形外科医院 下野市駅東6－1－22 44－6820 ○ ○ ○ ○
若草クリニック 下野市緑2－3291－1 40－0123 ○ ○ ○ ×

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
営
墓
地
は
何
か
所
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

問
５
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■
申
込
締
切　

５
月
19
日
㈫

※ 

高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁
計
っ

て
み
そ
！（
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

■
日
時
・
会
場

　

６
月
４
日
㈭
き
ら
ら
館

　

①
午
前
９
時
30
分
〜

　

②
午
前
９
時
50
分
〜

　

③
午
前
10
時
10
分
〜

※ 

ご
希
望
の
時
間
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

■
定
員　

各
回
10
名（
先
着
順
）

　

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー

プ（
１
０
０
Ｃ
Ｃ
以
上
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

歯
周
疾
患
検
診
の

お
知
ら
せ

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
が
20
本
！
」

　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
平
成
27
年
度
の
歯
周
疾

患
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
平
成
27

年
度
受
診
券
（
圧
着
は
が
き
）

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
診
時

は
必
ず
受
診
券
と
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

６
月
１
日
〜
12

月
31
日
（
休
診
日
除
く
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
検
査
結
果　

受
診
し
た
歯
科

医
院
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
30
歳
〜
39
歳
・
45
歳
・
55
歳
・

65
歳
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
と
し
て

歯
周
疾
患
検
診
を
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
受
診
券

（
ハ
ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

検
診
受
託
医
療
機
関
に
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

教
室
・
講
座

禁
煙
ス
タ
ー
ト
教
室

■
対
象
者　

喫
煙
し
て
い
る
方

で
、
禁
煙
の
実
行
を
希
望
し
て

い
る
方

■
実
施
方
法　

保
健
師
が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
禁
煙
に

向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
禁
煙

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

初
回
指
導
で
禁
煙
開
始
日
な

ど
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
後
、

３
か
月
間
、
面
接
・
電
話
等
で

の
相
談
を
行
い
ま
す
。（
無
料
）

■
対
象
者

　

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳

の
方
（
平
成
28
年
３
月
31
日
基

準
日
）

　

な
お
、
勤
務
先
で
受
け
ら
れ

る
方
、
現
在
歯
周
疾
患
を
治
療

中
の
方
ま
た
は
総
義
歯
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
受
診
回
数　

年
度
内
１
回

■
検
査
内
容　

問
診
、
歯
周
組

織
検
査
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
測
定

等
）

■
受
診
方
法　

受
診
券
を
持
参

し
、
直
接
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■下野市歯周疾患検診受託医療機関

医療機関名 住　　所 電　話
岩井歯科クリニック 緑1－9－1 40－1177
海老原歯科医院 祇園5－7－3 44－8148
野口歯科クリニック 薬師寺3383 44－8880
山本歯科医院 薬師寺1516－4 48－0058
飯野歯科医院 下古山986－6 53－3223
伊澤歯科医院 下古山1－12－2 53－0235
金田歯科医院 下古山16－19 53－7475
さくら歯科医院 下古山2－1－6 53－8888
鶴見歯科診療所 石橋1562 53－3692
とみざわ歯科 文教3-8-8 39－6308
豊田歯科医院 大松山1－4－1 53－0307
原田歯科医院 石橋362 53－0033
山崎歯科医院 石橋284－21 53－0275
おがわら歯科医院 柴1419－10 40－5525
おさの歯科医院 医大前4－9－4 44－6188
五月女歯科医院 駅東5－12－15 44－8241
高橋歯科医院 小金井132－6 44－0101
ハラダ歯科医院 小金井1－5－4 44－4182
増山デンタルクリニック 小金井4－5－2 40－8204
山中歯科医院 小金井2966 44－0401

■
初
回
指
導
日
時
・
会
場

・
６
月
２
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
：
ゆ
う
ゆ
う
館

・
６
月
３
日
㈬
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
：
き
ら
ら
館

※
個
別
面
接

■
定
員　

各
日
３
名
程
度

■
申
込
締
切　

５
月
26
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

歩あ
る

く
ら
す
〜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

（
春
コ
ー
ス
）（
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

■
日
程
（
２
日
間
１
コ
ー
ス
）

　

①
５
月
26
日
㈫

　

②
６
月
３
日
㈬

　

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
昨
年

度
健
康
診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
水
分
（
水

ま
た
は
お
茶
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
６
か
所
】　

使
用
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
 （40
）５
５
５
９
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ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補

助
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
７
，０
０
０
円
）

１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て
。

■
添
付
書
類

・
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収

書・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・
写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先

　

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え

て
、
環
境
課
・
市
民
課
窓
口
（
南

河
内
・
石
橋
庁
舎
）
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
株
）
県
南
環
境

　

☎（
44
）２
５
１
８

　
（
株
）
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　

☎
（
44
）
９
６
１
８

　

マ
コ
ト
技
研
（
株
）

　

☎（
53
）５
４
３
４

※ 

詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民

運
動
に
参
加
・
ご
協
力

を
！
今
年
は
5
月
31
日
！

　

毎
年
５
月
30
日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ

の
日
）
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
一
斉
清
掃
（
と
ち
ぎ
の
環
境

美
化
県
民
運
動
）
を
今
年
は
５

月
31
日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
の
方
法
は
、
自
治
会
及

び
市
内
の
企
業
を
基
本
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
よ
り
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
収
集
し
た
ご
み
の
持

ち
帰
り
運
動
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ご
自

宅
へ
持
ち
帰
り
、
分
別
し
た
後
、

指
定
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

道
路
・
公
園
な
ど
公
共
の
場

所
の
ご
み
を
収
集
し
、
民
有

地
の
ご
み
に
つ
い
て
は
収
集

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
共
の
場
所
に
タ
イ
ヤ
や
廃

家
電
な
ど
が
投
棄
さ
れ
て
い

る
場
合
は
収
集
し
な
い
で
環

境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

市
内
外
問
わ
ず
上
記
以
外
の

業
者
で
も
、
補
助
対
象
と
な

り
ま
す

リ
ユ
ー
ス
食
器
で
エ
コ

な
イ
ベ
ン
ト
を
!!

　

市
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
リ
ユ
ー
ス
食
器

（
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
飲
食
食
器
）
を
用
い
て

飲
食
品
を
提
供
す
る
団
体
に
対

し
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ

ル
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体

　

自
治
会
、
商
工
会
、
学
校
、

観
光
協
会
、
民
間
非
営
利
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
等
の
市
内
団
体

■
補
助
金
額 

　

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ

ル
費
用
の
２
分
の
１
の
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
。

上
限
３
０
，０
０
０
円
）

※ 

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
紛
失
ま
た

は
破
損
等
に
よ
る
弁
償
額
に

つ
い
て
は
補
助
の
対
象
か
ら

除
き
ま
す
。 

※ 

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法 

　

必
要
書
類
を
事
業
実
施
日
の

14
日
前
ま
で
に
環
境
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と
ご

み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
た
い
』　
『
譲
っ
て
ほ

し
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
犬
の
ゲ
ー
ジ
・
ベ
ッ
ド
・
授
乳
用
ク
ッ
シ
ョ

ン
・
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
・
冷
蔵
庫
・
サ

ン
ヨ
ー
石
油
フ
ァ
ン
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
タ

ン
ク
５
Ｌ
用
・
木
製
乳
幼
児
用
ダ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
・
緑
小
学
校
体
操
着
（
長
袖
１
５
０

㎝
）・
緑
小
学
校
体
操
着
（
長
袖
１
６
０
㎝
）・

宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
校
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

（
サ
イ
ズ
Ｌ
）・
宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
校

長
ズ
ボ
ン
（
サ
イ
ズ
Ｌ
）・
宇
都
宮
短
期
大

学
付
属
高
校
（
夏
用
セ
ー
ラ
ー
服
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
体
操
着
（
冬
用
90
〜

１
２
０
㎝
）・
国
分
寺
東
小
学
校
体
操
着
（
上

下
１
４
０
㎝
）・SEGA

Beena

の
Ａ
Ｃ
ア

ダ
プ
タ
ー
・
薬
師
寺
幼
稚
園
通
園
リ
ュ
ッ

ク
・
南
河
内
第
二
中
学
校
制
服
（
女
子
Ｍ
サ

イ
ズ
）・
南
河
内
第
二
中
学
校
体
操
着
（
女

子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
子
供
用

自
転
車
（
男
児
18
イ
ン
チ
、
女
児
20
イ
ン

チ
）・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
女
児
１
２
０
㎝
、

１
３
０
㎝
、
男
児
１
１
０
㎝
前
後
）・
愛
泉

幼
稚
園
体
操
着
（
男
児
１
１
０
㎝
前
後
）・

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・
女
児
服
（
１
０
０

㎝
）・
男
児
服
（
90
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制

服
（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服

（
男
児
１
３
０
㎝
）・
自
転
車
（
子
供
用
２
０

〜
２
２
イ
ン
チ
）・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
女

子
１
１
０
㎝
）・
第
二
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着

（
長
袖
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
第
二
愛
泉
幼

稚
園
体
操
着
（
長
ズ
ボ
ン
１
０
０
〜
１
２
０

㎝
）・
第
二
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
シ
ョ
ー

ト
パ
ン
ツ
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

Shimotsuke
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■
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

◎
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
は
５
月
14
日
㈭
に
発
送
し
ま
す
。

◎
平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、

６
月
１
日
㈪
で
す
。

■
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

◎
減
免
対
象
軽
自
動
車

　

・ 

身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
が

自
ら
使
用
す
る
軽
自
動
車

　

・ 

身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の

た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
方
が
使
用

す
る
軽
自
動
車

　

・ 

構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
に

供
す
る
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車

※
普
通
自
動
車
も
所
有
し
て
い
る
方
で
減

免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
で

減
免
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
軽
自
動
車
の
減
免
を
新
規
で
申
請
さ
れ

る
方
は
、
納
期
限
（
６
月
１
日
）
ま
で
に

税
務
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■ 

間
も
な
く
車
検
を
受
け
る
軽
自
動
車
税

を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
願
い

　

車
検
の
あ
る
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
車
検
用
納
税
証
明
書

の
送
付
は
、
毎
年
６
月
20
日
頃
と
な
り
ま

す
。
車
検
は
、
車
検
有
効
期
限
の
１
か
月

前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
誠
に

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
車
検
有
効
期
限
が
平

成
27
年
６
月
１
日
か
ら
６
月
20
日
頃
の
場

合
、
平
成
26
年
度
の
車
検
用
納
税
証
明
書

（
証
明
書
の
有
効
期
限
平
成
27
年
５
月
31

日
）
で
５
月
31
日
ま
で
に
車
検
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
27
年
度
車
検
用

納
税
証
明
書
（
証
明
書
の
有
効
期
限
平
成

28
年
５
月
30
日
）
は
、
金
融
機
関
か
ら
の

収
税
処
理
が
確
認
さ
れ
次
第
、
各
庁
舎
市

民
課
窓
口
に
て
申
請
に
よ
り
無
料
で
発
行

し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
の
税
額
変
更
の
延
期
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
の
税
額
の
増
額
に
つ
き
ま

し
て
、
昨
年
の
広
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
が
、
１
年
間
延
期
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

27
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
特
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

税
の
納
付
は

　
　

お
忘
れ
な
く

◎
持
参
し
て
い
た
だ
く
物

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
す
る

人
の
免
許
証
、
車
検
証
の
コ
ピ
ー
、
平
成

27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、
印
鑑

◎
申
請
期
間

　

５
月
15
日
㈮
〜
６
月
１
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
申
請
場
所

　
下
野
市
役
所　

国
分
寺
庁
舎
１
階　

税
務
課

　

※ 

申
請
書
は
、
税
務
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
減
免
申
請
の
継
続
手
続
き

　

平
成
26
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
既
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す

「
軽
自
動
車
税
現
況
報
告
書
兼
減
免
継
続

申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利

　　

納
期
を
忘
れ
た
り
、
納
め
る
の
に
金
融

機
関
に
行
く
必
要
が
な
い
の
で
、
た
い
へ

ん
便
利
で
す
。

　

左
記
取
扱
い
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
足
利
銀
行　

・
栃
木
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

・
宇
都
宮
農
業
協
同
組
合

・
小
山
農
業
協
同
組
合

・
足
利
小
山
信
用
金
庫

・ 

三
井
住
友
銀
行
（
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除
く
）

■
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
及
び

課
税
明
細
書
に
つ
い
て

◎
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
は
5
月
14
日
㈭
に
発
送

し
ま
す
。
合
わ
せ
て
課
税
明
細
書
を
同
封

し
ま
す
の
で
、
課
税
物
件
に
誤
り
が
な
い

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
有
物
件

数
（
土
地
の
筆
数
、家
屋
の
棟
数
の
合
計
）

が
16
件
を
超
え
る
方
に
は
、
納
税
通
知
書

と
は
別
に
課
税
明
細
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
平
成
27
年

度
固
定
資
産

税
・
都
市
計

画
税
の
全
期

前
納
分
と
第

１
期
分
の
納

期
限
は
６
月

１
日
㈪
で
す
。

税のお知らせ

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

■
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
方

は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
、

納
付
書
1
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
納
付
に
つ
い
て
は
お
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん
の
で
金
融
機
関
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。）

Shimotsuke
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税のお知らせ

Q

Q

Q

A

A

A

地価が下落することにより、土地の税額も下がりますか？

平成23年9月に木造2階建て住宅を新築しましたが、
平成27年度分からの固定資産税が高くなるのはなぜですか？

所有していた土地を９月に売買しました。
３～４期分の固定資産税は払わなくてはならないのですか？

　地価の下落により、評価額が前年度より下がった土地でも、負担調整措置により税額が上昇す
る場合があります。
　負担調整措置とは、負担水準（評価額に対する前年度課税標準額の割合）が低い土地については、
段階的に税額を引き上げていく仕組みのことです。
　なお、土地の利用状況が変わったとき、地目が変更された場合は、税額も変わります。

　新築した住宅が一定の要件を満たすときは、新たに課税されることになった年度から３年度分に
限り、120㎡分の固定資産税額が２分の１に減額される特例があります。
　この場合、Ｈ 24，25，26 年度分については減額されていましたが、平成 27 年度分から減額がな
くなったからです。
　なお、３階以上の中高層耐火住宅については、同様の減額措置が５年間になります。
（平成 27 年度に減額期間が終了される方には、納税通知書とは別にハガキでお知らせします。）
（長期優良住宅の認定を受けた新築家屋については、減額期間がさらに２年間延長されております。）

　固定資産税は毎年１月１日現在の所有者に、１年分の固定資産税が課税されます。
　お支払いを４期に分けてご案内していますが、いつからいつまでの分が１期分でという考え方
ではありませんので、９月に売買したとしても１月１日現在で所有されていれば、１年分の固定
資産税（１期～４期）が賦課されます。

資産税に関するQ＆A資産税に関するQ＆A

■平成27年度納税カレンダー

納期限
税目等

H27
6/1 6/30 7/31 8/31 9/30 11/2 11/30 12/25

H28
2/1 2/29

市県民税 1期 2期 3期 4期

固定資産税
都市計画税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 1期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

介護保険料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

後期高齢者
医療保険料 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

※この納期限以外に随時分として特別に納期限を定めることがあります。
※コンビニエンスストアでも納付することができます。
ただし、バーコード付きの納付書で、コンビニエンスストア利用可能期限までに限ります。

Shimotsuke
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体
育
協
会
剣
道
部

剣
道
教
室
生
徒
募
集

　

少
年
少
女
を
対
象
に
、
剣
道

教
室
を
通
し
て
礼
儀
や
作
法
、

正
し
い
心
、
強
い
心
を
養
う
た

め
、
剣
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
剣
道
を
体
験

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
日
時　

６
月
７
・
14
・
21
・

28
日
、
７
月
12
日
（
全
５
回
）

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
所　

国
分
寺
武
道
館

■
対
象　

小
学
生

■
参
加
料

　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

未
加
入
者
は
、
１
，０
０
０
円
）

■
申
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

体
育
協
会
剣
道
部

　

大
山
榮
一

　

☎（
48
）０
７
３
４

　

遠
藤　

透

　

☎（
44
）８
４
０
８

■
申
し
込
み

　

５
月
18
日
午
前
９
時
〜
６
月

12
日
午
後
５
時
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。（
電
話
で

の
申
込
み
は
不
可
）

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
12
日
㈮

午
後
５
時
ま
で

■
そ
の
他

☆
県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表
選
考

　

一
般
男
子
ベ
ス
ト
８　

　

一
般
女
子
ベ
ス
ト
４

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
11
時

下
野
市
教
育
委
員
会

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
認
定
講
習
会
参

加
者
募
集

■
主
催  

下
野
市
教
育
委
員
会
・ 

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

■
協
力  

栃
木
県
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
連
盟

■
日
時　

６
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所  

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象

　

・
認
定
講
習
：
16
歳
以
上

　

・
体
験
：
小
学
生
以
上

■
参
加
料 （
当
日
徴
収
）

　

・
認
定
講
習
：
１
，０
０
０
円

　

・
体
験
：
無
料

■
資
格
取
得
費
用

　

・
入
会
金
：
１
，０
０
０
円

　
　

※
初
年
度
の
み

　

・
認
定
登
録
料
：
１
，０
０
０
円

　
　

 

翌
年
度
か
ら
年
会
費
３
，０

０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　
５
月
25
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
年
齢
④

住
所
⑤
連
絡
先（
昼
間
））

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

　

☎（
52
）１
１
２
４

下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
２
０
１
５
結
果

■
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部

　

優
勝  

荒
川
コ
ス
ポ

　
　
　

  （
東
京
都
荒
川
区
）

　

２
位  

Ｗ
Ｂ
Ｍ（
千
葉
県
柏
市
）

　

３
位  

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ（
宇
都
宮
市
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

優
勝  

日
越
と
っ
き
っ
き
ブ
ル
ー

　
　
　

  

（
新
潟
県
長
岡
市
）

　

２
位  
荒
川
宮
前
に
こ
ス
ポ
Ｘ

　
　
　

  
（
東
京
都
荒
川
区
）

　

３
位  
下
古
山
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　

  （
下
野
市
）

体
育
協
会
卓
球
部

第
10
回
市
民
硬
式
卓
球
大
会

兼
県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表
選

考
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

６
月
28
日
㈰

午
前
９
時
集
合
・
９
時
30
分
開

始■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
３
年
生
以
上
の
男
女

※
県
民
ス
ポ
ー
ツ
代
表
選
考
対

象
者
は
市
内
在
住
18
才
以
上
の

学
生
及
び
社
会
人

■
種
目

・
ジ
ュ
ニ
ア
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

　
（
小
学
３
年
〜
中
学
２
年
）

・
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

　
（
中
学
３
年
以
上
）

・
男
子
40
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

・
女
子
35
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

※
申
込
者
が
最
低
人
数
に
達
し

な
い
場
合
、
種
目
変
更
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
競
技
方
法

　

５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
11
本
）

　

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

■
参
加
料
（
保
険
料
含
む
）

　

各
種
目
５
０
０
円
（
複
数
種

目
申
込
み
は
不
可
）

大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

３位入賞の下古山ジュニア
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ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
棟

■
定
員　

各
コ
ー
ス
15
名
程
度

※
Ａ
，
Ｂ
コ
ー
ス
応
募
偏
重
の

場
合
は
コ
ー
ス
調
整
が
あ
り
ま

す
。

■
参
加
費
（
５
回
分
）

①
会
員　

５
０
０
円

※
会
員
も
申
し
込
み
が
必
要
で

す②
会
員
外

　

中
学
生
以
下
：
１
，５
０
０
円

　

高
校
生
以
上
：
２
，０
０
０
円

■
申
込
期
間 

　

５
月
13
日
㈬
〜
26
日
㈫

先
着
順
で
定
員
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

水
郷
あ
や
め
散
策
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

　

観
光
地
を
巡
り
な
が
ら
の
、

見
ど
こ
ろ
盛
り
沢
山
の
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
お
友
達

を
誘
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

６
月
14
日
㈰

午
前
７
時
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
出
発
、
午
後
６
時
30
帰
着
予
定

■
コ
ー
ス

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
〜
水
郷
佐
原

水
生
植
物
園
〜
潮
来
あ
や
め
園

〜
鹿
島
神
宮
〜
那
珂
湊
魚
市
場

〜
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
貸
切
観
光

バ
ス
）

■
定
員　

40
名

■
参
加
費

　

４
，９
０
０
円

　

交
通
費
、
入
園
料
、
保
険
料

　
（
船
、
昼
食
は
自
己
負
担
）

■
持
ち
物

　

弁
当
、
飲
物
、
雨
具
（
傘
）

敷
物
、タ
オ
ル
、保
険
証
コ
ピ
ー

■
申
込
期
間

　

５
月
13
日
㈬
か
ら
定
員
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
23
名
未
満
の

場
合
は
中
止
が
あ
り
ま
す
。

各
教
室
の
追
加
募
集

　

次
の
教
室
の
参
加
者
を
若
干

名
募
集
し
ま
す
。

「
曜
日
／
時
間
／
参
加
費
（
会

員
）」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
キ
ッ
ズ（
幼
児
）サ
ッ
カ
ー
教
室

土
曜
日
／
午
前
８
時
30
分
〜
10

時
／
月
１
，５
０
０
円

■
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

月
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
／
月
１
，５
０
０
円

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
希
望
の
マ
マ
さ

ん
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

月
２
回
月
曜
日
／
午
後
７
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込

書
に
記
入
の
う
え
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

担
当
：
近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

※
火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
１
st

シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
本
を
学

び
ま
す
。
ま
た
、
認
定
者
は
教

室
終
了
後
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
30
日
、
６
月
６
、
13
、

20
、
27
日（
全
５
回
）

①
Ａ
コ
ー
ス（
小
学
生
）

　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

②
Ｂ
コ
ー
ス（
小
学
生
）

　

午
前
10
時
45
分
〜
午
後
０
時

15
分

③
Ｃ
コ
ー
ス（
中
学
生
以
上
）

　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
15
分

■
場
所

　

国
分
寺
運
動
公
園
ク
ラ
イ
ミ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夢
く
ら
ぶ
国
分

寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
か
ら
の
お
知
ら
せ

30
分
〜
８
時
30
分
／
月
１
，０

０
０
円

■
Jr
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

月
２
回
水
曜
日
／
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
／
月
１
，０

０
０
円

■
Jr
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

土
・
日
曜
日
／
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
／
月
２
，０
０

０
円

■
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

木
曜
日
／
午
後
７
時
〜
９
時

／
月
１
，５
０
０
円

■
未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

　

限
定
８
回
月
曜
日
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
／
８
回
分
３
，６

０
０
円

■
就
園
児
親
子
体
操
教
室

　

月
３
回
月
曜
日
／
午
後
２
時

45
分
〜
３
時
45
分
／
月
１
，８
０

０
円

※
入
会
に
は
別
途
年
会
費
と
保

険
料
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
会

員
外
で
参
加
す
る
場
合
は
参
加

費
が
変
わ
り
ま
す
。

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
４
月
号
33
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
た
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
５

月
17
日
㈰
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南

河
内
（
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

http://gyy-sports.a.la9.
jp/

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
で
は
随
時
、
平
成
27
年

度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

も
し
く
は
直
接
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
内
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
３
月
号
31
ペ
ー
ジ
「
平

成
27
年
度
実
施
予
定
の
事
業
」

中
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
の
開
催

日
時
は
、
第
２
・
４
水
曜
日
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
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病
院
で
名
前
を
聞
か
れ
る
理
由

「
お
名
前
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？
」

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
、
何
度
と
な

く
聞
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
繰
り

返
し
名
前
を
聞
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

医
療
と
は
、
病
気
の
診
断
や
治
療
の
た

め
、採
血
や
検
査
を
受
け
た
り
、薬
を
飲
む
、

手
術
を
受
け
る
な
ど
患
者
さ
ん
の
体
が
何

ら
か
の
介
入
を
受
け
る
行
為
で
す
。
不
必

要
で
誤
っ
た
侵し

ん
し
ゅ
う襲

は
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
取
り
違
え
に

よ
っ
て
誤
っ
た
治
療
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ

た
事
例
が
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
き
ま
し
た
。

本
人
を
確
認
す
る
際
に
、「
○
○
○
さ

ん
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
、
実
際
は
別

の
方
だ
っ
た
が
と
っ
さ
に
返
事
を
し
て
し

ま
い
、
取
り
違
え
て
診
療
が
な
さ
れ
て
し

ま
う
な
ど
の
事
例
は
、
特
に
耳
の
遠
い
ご

高
齢
の
患
者
さ
ん
で
は
、
い
つ
で
も
起
こ

り
得
ま
す
。「
名
前
で
呼
ぶ
」
の
で
は
な

く
「
名
前
を
言
っ
て
も
ら
う
」
行
為
は
、

今
日
で
は
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
年
通
院
し
て
い
る
か
か
り
つ
け
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
医
師
も
医
療
ス
タ
ッ
フ

も
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
を
間

違
う
可
能
性
は
低
い
の
で
す
が
、
多
く
の

患
者
さ
ん
が
受
診
し
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
医
療
に
関
わ
る
ほ
ど
、
こ
の
「
お
名
前

を
教
え
て
頂
け
ま
す
か
？
」
の
徹
底
が
大

滴
ル
ー
ト
確
保

に
始
ま
る
基
本

的
な
医
療
行
為

は
、
決
め
ら
れ

た
手
順
を
体
得

す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す

の
で
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
な
ど

を
積
極
的
に
活

用
し
た
技
術
教

育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
様
に
、

技
術
面
以
外
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
、

安
全
の
確
保
さ

ら
に
は
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
構
築
に

大
切
で
す
。

多
く
の
重
症
患
者
さ
ん
に
対
す
る
高
度

な
医
療
を
担
う
当
院
で
は
、
入
院
し
て

か
ら
退
院
す
る
ま
で
全
診
療
科
の
平
均
で

14
日
間
と
短
く
、
私
の
所
属
す
る
循
環
器

内
科
で
は
約
９
日
間
で
す
。
本
来
は
時
間

を
か
け
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が

よ
り
良
い
医
療
に
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
が
現
状
で
す
の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
患
者
さ
ん
の
思
い
や
考
え
を
十
分
に

共
有
し
て
い
く
た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
故
が
発
生
し
に
く
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

誰
し
も
ご
自
身
が
受
け
る
医
療
は
、
最

も
効
果
的
で
か
つ
最
も
安
全
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
思
う
の
が
当
然
で
す
。
し
か
し
、

医
療
に
限
ら
ず
社
会
生
活
の
中
で100

％

安
全
と
言
い
切
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

「
こ
の
薬
に
副
作
用
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
副

作
用
が
全
く
な
い
薬
は
残
念
な
が
ら
存
在

し
ま
せ
ん
。

で
は
、
そ
の
安
全
性
を
高
め
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？
医
療
が
高
度
化
、
専

門
化
、
複
雑
化
し
て
い
く
中
で
、
当
院
で

も
多
く
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
に
お
け
る
医
療
の
安
全
管
理
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
事
故
が
発

生
し
に
く
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ

す
」
こ
と
で
あ
り
、「〝
人
間
は
間
違
え
る
〞

と
い
う
認
識
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

医
療
安
全
対
策
部
は
、
院
内
の
医
療
安

全
管
理
を
担
う
部
門
と
し
て
、
医
師
や
看

護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
職
員
な
ど

の
多
職
種
が
専
任
、
兼
務
ス
タ
ッ
フ
と
な

り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
大
切
な
の
は
、
ま
ず
は
、
確
か

な
医
療
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。
採
血
や
点

い
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
先
輩
ス
タ
ッ
フ

が
良
い
手
本
と
な
る
こ
と
が
若
手
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私

自
身
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
も
う
一
度
お
名
前
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
？
」
今
日
も
お
伺
い
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
面
倒
と
思
わ
ず
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
初
対
面
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
名
前
を
聞
か
れ
な
か
っ
た
ら
、「
名
前

は
聞
か
な
く
て
い
い
の
？
」
と
ぜ
ひ
ご
指

導
く
だ
さ
い
。
安
全
で
質
の
高
い
病
院
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
な
医
療
は
、
ま
ず
患
者
さ
ん
の
お
名
前
を

言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

医
療
安
全
対
策
部

自
治
医
科
大
学　

内
科
学
講
座
循
環
器
内
科
学
部
門

　

新し
ん

保ぽ　

昌ま
さ

久ひ
さ

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

Shimotsuke
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

情
報
収
集
や
観
察
に
優
れ
、
も
の
ご
と
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
の
例
え
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
書
物
を

指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
た
歴

史
上
の
人
物
に
吉よ
し

田だ

松し
ょ
う
い
ん陰
が
い
ま
す
。
彼
が
長ち
ょ
う
し
ゅ
う州
（
現

在
の
山
口
県
萩
市
）
に
開
い
た
松し
ょ
う
か下

村そ
ん
じ
ゅ
く塾

の
塾
生
に
は
、

幕
末
に
活
躍
し
た
高た
か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

や
久く

坂さ
か

玄げ
ん

瑞ず
い

の
ほ
か
、
明

治
と
い
う
新
し
い
時
代
を
拓
い
て
い
っ
た
伊い

藤と
う

博ひ
ろ
ぶ
み文

や

山や
ま

形が
た

有あ
り

朋と
も

が
い
ま
す
。
松
陰
は
塾
生
に
「
流
れ
が
速
く

な
っ
た
時
代
に
正
確
な
判
断
を
下
す
た
め
、
常
に
情
報

を
収
集
し
物
事
を
鋭
敏
に
観
察
す
る
こ
と
」
を
説
き
ま

し
た
。
鎖
国
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
薩さ
つ

摩ま

藩
（
現
在

の
鹿
児
島
県
）
や
長
州
藩
な
ど
の
革
新
的
な
藩
は
、
諸

外
国
の
動
静
や
江
戸
で
の
出
来
事
な
ど
の
情
報
を
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
集
め
て
い
ま
し
た
。

少
し
唐
突
で
す
が
、
一
三
〇
〇
年
前
の
律
令
時
代
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
代
、
国
内
外
の
す

べ
て
の
情
報
が
集
め
ら
れ
た
の
は
平
城
・
平
安
京
（
宮
）

で
す
。
国
外
の
情
報
は
遣け
ん

唐と
う

使し

に
よ
り
、
現
在
の
外
務
省

的
機
能
を
有
し
て
い
た
大だ

宰ざ
い

府ふ

（
福
岡
県
）
を
経
由
し

て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、東
北
の
情
報
は
多た

賀が

城じ
ょ
う（

宮

城
県
）に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
八
世
紀
前
半
頃
に
は
東
山
・

東
海
・
北
陸
・
山
陽
・
山
陰
・
西
海
・
南
海
道
な
ど
七

つ
の
全
国
道
路
網
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路

に
は
三
〇
里
（
約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
毎
に
駅う
ま

家や

が

設
置
さ
れ
、
東
山
道
の
各
駅
に
は
一
〇
疋
の
馬
が
配
置

さ
れ
ま
し
た
。
馬
を
乗
り
継
ぎ
郡ぐ
ん

衙が

や
国
府
に
情
報
が

集
め
ら
れ
、
さ
ら
に
平
城
京
や
平
安
京
ま
で
数
日
掛
っ

て
情
報
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
古
代
に
お
い
て
、
宝ほ
う

亀き

五
年
（
七
七
四
）
か

ら
弘こ
う

仁に
ん

二
年
（
八
一
一
）、
蝦え
み
し夷

に
対
し
て
朝
廷
が
行
っ

た
征
討
を
三
十
八
年
戦
争
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
間
、
玉た
ま

造つ
く
り

柵さ
く

・
色し

麻か
ま

柵
・
新に
っ
た田
柵
・
牡お

鹿じ
か

柵
（
い
ず
れ
も
宮
城

県
内
）や
胆い

沢さ
わ

城じ
ょ
う（

岩
手
県
奥
州
市
）・
志し

波わ

城じ
ょ
う（

盛
岡
市
）・

徳と
く

丹た
ん

城じ
ょ
う

（
紫
波
郡
矢
巾
町
）
な
ど
の
城
柵
に
二
十
万
人

以
上
の
人
員
が
前
線
に
送
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
員
や
物
資
の
運
搬
に
も
東
山
道

な
ど
の
主
要
道
路
網
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
国
分
寺
中
学
校

の
南
西
部
の
住
宅
地
に
は
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
東

山
道
跡
が
久
保
公
園
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
道

路
の
幅
が
約
十
二
㍍
で
、
両
側
に
幅
と
深
さ
が
１
㍍
の
側

溝
を
持
つ
広
い
道
路
で
す
。
坂さ
か
の
う
え
の上
田た
む
ら村
麻ま

ろ呂
な
ど
の
征せ
い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

や
東
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
兵
士
が
往
来

し
た
の
で
し
ょ
う
。
県
内
で
は
、
こ
の
他
の
古
代
の
通

信
手
段
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
指
定
史
跡
飛と
び

山や
ま

城じ
ょ
う

跡
（
宇
都
宮
市
竹
下
町
）
で
す
。
城
そ
の
も
の
は
鎌
倉

時
代
後
期
の
宇
都
宮
氏
に
関
す
る
城
館
で
す
が
、
発
掘

調
査
で
城
跡
の
下
層
か
ら
九
世
紀
後
半
の
竪
穴
建
物
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
「
烽と
ぶ
ひ
の
い
え家

」
と
記
さ
れ

た
墨ぼ

く

書し
ょ

土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
烽の
ろ
し火

台だ
い

が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
朝
廷
側
に
危
機
が
迫
る
と
烽
火
が

上
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
九
州
か
ら
瀬
戸
内
海

を
経
由
し
て
大
阪
・
奈
良
付
近
に
も
烽
火
台
を
伴
う
防

衛
拠
点
が
あ
り
、
対
外
政
策
の
危
機
の
際
に
も
烽
火
が

あ
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
烽の
ろ
し火
は
狼の
ろ
し煙
と
も
書
き
ま
す
。

煙
や
炎
を
通
信
手
段
に
し
た
訳
で
す
が
、
良
い
煙
を
出

す
た
め
に
乾
燥
さ
せ
た
狼
の
糞ふ
ん

を
混
ぜ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
古
代
に
お
け
る
光
通
信
で
す
。

飛ひ 
耳じ 
長ち

ょ
う 

目も
く

中
国
の
春
秋
時
代
、
斉さ

い

の
管か

ん
ち
ゅ
う仲（

〜
前
６
４
５
、
法

家
の
祖
）
が
、「
遠
く
の
こ
と
を
よ
く
聞
き
知
る
こ
と

の
で
き
る
耳
と
、
遠
く
の
こ
と
を
よ
く
見
る
こ
と
の
で

き
る
目
を
持
つ
、 

耳
を
飛
ば
し
、
目
を
長
く
す
る
」
と

い
う
意
味
か
ら
転
じ
て
「
飛
耳
長
目
」
と
い
い
ま
し
た
。

報
告
書
よ
り
転
載

烽
家

Shimotsuke
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中
高
生
交
流
！
キ
ャ
ン
プ

〜
仲
間
、
星
空
、
ウ
マ
イ
飯
…

今
年
の
夏
は
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ

や
り
た
い
こ
と
は
全
部
や
ろ
う
〜

　

こ
の
講
座
で
は
仲
間
と
協
力

し
て
様
々
な
活
動
に
挑
戦
し
な

が
ら
、
み
ん
な
で
ミ
ニ
キ
ャ
ン

プ
を
体
験
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
や
り
た
い
こ
と
を

全
部
や
っ
て
、
新
た
な「
発
見
」

と「
仲
間
」を
手
に
入
れ
よ
う
！

■
対
象　

中
学
生
・
高
校
生

■
定
員　

15
名

■
費
用　

調
理
実
習
材
料
費

（
５
０
０
円
程
度
）

キ
ャ
ン
プ
参
加
費（
３
，０
０
０

円
程
度
）

■
講
座
内
容

○
第
１
回　

６
月
13
日
㈯

　

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

・「
仲
間
づ
く
り
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

会
場　

太
平
少
年
自
然
の
家

※
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
集

合○
第
６
回　

８
月
26
日
㈬
〜

　
　
　
　
　
　
　

27
日
㈭

「
中
高
生
交
流
！
ミ
ニ
キ
ャ
ン

プ
」

※
野
外
炊
飯
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
を
実
施

時
間　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　
　

翌
午
後
４
時
30
分
解
散

会
場　

な
す
高
原
自
然
の
家

※
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
集

合○
第
７
回　

９
月
12
日
㈯

　

ふ
り
か
え
り
＆
お
つ
か
れ
さ

ま
会

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー

■
申
込
方
法

　

６
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

○
第
２
回　

６
月
28
日
㈰

　

・ 「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
と
は
？
」

　

・ 
調
理
実
習
「
カ
レ
ー
を
作

ろ
う
！
」

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場　

国
分
寺
公
民
館
調
理
室

○
第
３
回　

７
月
11
日
㈯

　

・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン「
キ
ャ

ン
プ
を
盛
り
上
げ
よ
う
①
」

〜
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
〜

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

南
河
内
公
民
館 

○
第
4
回　

７
月
25
日
㈯

　

・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン「
キ
ャ

ン
プ
を
盛
り
上
げ
よ
う
②
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

南
河
内
公
民
館 

○
第
5
回　

８
月
13
日
㈭

　

天
体
観
望
「
今
年
は
好
条

件
！ 

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を

観
よ
う
」

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜

午
後
８
時
30
分

栃
木
県
青
少
年
育
成
指
導
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

栃
木
県
で
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
効
率
的
に
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
青
少

年
の
健
全
育
成
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
青
少

年
育
成
指
導
員
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
下
野
市
か
ら
青
少

年
育
成
指
導
員
と
し
て
前
原
保

彦
さ
ん
が
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

任
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
の
２
か

年
で
す
。

平
成
27
年
度

自
治
医
科
大
学
公
開
講
座

　
「
老
い
と
と
も
に
生
き
る

　

〜
加
齢
と
抗
加
齢
の
医
学
〜
」

　

一
流
の
教
授
陣
が
講
師
を
務

め
、
予
防
医
療
や
最
新
医
療
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
公
開
講
座
を
今
年
度
も
開
催

し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

様
々
な
角
度
か
ら
の
講
座
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

　

７
月
４
日
㈯

　

７
月
11
日
㈯

　

７
月
18
日
㈯

　

７
月
25
日
㈯

　

８
月
１
日
㈯

　

毎
回
13
時
30
分
〜
16
時
15
分

■
場
所　

自
治
医
科
大
学

　
　
　
　

 

地
域
医
療
情
報
研
修

セ
ン
タ
ー　

大
講
堂

■
費
用　

無
料

　

講
座
の
詳
細
や
申
し
込
み
方

法
は
、
広
報
し
も
つ
け
６
月
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

受
付
開
始
は
６
月
１
日
㈪
か

ら
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
☎（
52
）１
１
１
９

教育長より委嘱状をお渡ししました
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

元
船
舶
職
員
に
よ
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク

「
海
の
上
の
体
験
談
＆
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
体
験
会
」

　

昔
、
大
型
貨
物
船
で
通
信
士

を
し
て
い
た
元
船
舶
職
員
に
よ

る
体
験
談
を
フ
リ
ー
ト
ー
ク
式

で
楽
し
ん
だ
あ
と
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
世
界
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

５
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
２
階

■
定
員　

約
15
名

■
講
師

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

穂
苅　

芳
夫　

氏

■
無
線
体
験
協
力

　

岡
本　

鉃
男　

氏

■
同
時
開
催

「
私
の
世
界
お
土
産
展
示
」

　

５
月
19
日
㈫
〜
６
月
2
日
㈫

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
1
階

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

申
し
込
み
不
要

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
対
象
者

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
ス

キ
ル
を
お
持
ち
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

■
日
程
と
内
容

第
１
回　

６
月
１
日
㈪

　

講
習
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

第
２
回　

６
月
８
日
㈪

　

個
別
講
師
演
習

第
３
回　

６
月
15
日
㈪

　

教
え
方
の
コ
ツ

第
４
回　

６
月
22
日
㈪

　

個
別
演
習

第
５
回　

６
月
29
日
㈪ 

　

講
師
の
心
得

■
時
間

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
会
場　

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｔ

ア
ッ
ト
う
つ
の
み
や
ス
タ
ッ
フ

■
費
用　

１
，２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

■
申
込
方
法

　

５
月
18
日
㈪
〜
23
日
㈯
ま
で

に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
水
曜
日
を
除
く
）

※ 

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
の
技

術
を
習
得
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
ス

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
、

月
に
１
回
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
日　

時

○
５
月
11
日
㈪

○
６
月
１
日
㈪

○
７
月
６
日
㈪

○
８
月
３
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
の
技
術
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
教
え
方
の
コ
ツ
か
ら

講
師
と
し
て
の
心
構
え
ま
で
を

演
習
形
式
で
習
得
し
ま
す
。

　

講
座
修
了
生
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
習
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
活
動
報
告

非
核
平
和
を
す
す
め
る
下
野

市
の
会

　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

　

来
年
４
月
27
日
か
ら
約
１
月
、

国
連
本
部
で
核
不
拡
散（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）条
約
再
検
討
会
議
が
ひ
ら
か

れ
ま
す
。
こ
の
条
約
で
は
、
核

を
持
つ
国
が
持
た
な
い
国
に
対

し
核
廃
絶
に
向
か
っ
て
誠
実
に

努
力
す
る（
６
条
）と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
前
回(

５
年
前)

の

会
議
で
核
保
有
国
も
原
則
合
意

し
た｢

核
兵
器
の
な
い
世
界｣

の

実
行
を
求
め
て
、「
核
兵
器
全

面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
署
名
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日

本
全
国
で
集
め
た
５
百
万
筆
を

超
え
る
署
名
は
既
に
船
便
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
出
発
し

ま
し
た
。

　

広
島
と
長
崎
の
25
万
人
を
超

す
原
爆
死
者
と
後
遺
症
に
苦
し

む
被
爆
者
の
方
々
、
そ
し
て
平

和
憲
法
の
も
と
粘
り
強
く
続
け

て
き
た
日
本
の
ノ
ー
モ
ア
原
水

爆
の
運
動
は
い
ま
や
世
界
を
動

か
し
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の

国
連
総
会
で
は
核
兵
器
の
廃
絶

と
非
合
法
化
を
求
め
る
決
議
に

１
５
５
か
国
が
賛
同
し
、ウ
イ
ー

ン
で
開
か
れ
た｢

核
兵
器
の
人
道

的
影
響
に
関
す
る
国
際
会
議｣

に

は
核
兵
器
保
有
国
も
代
表
を
送

り
ま
し
た
。

　
「
核
兵
器
全
面
禁
止
」を
要
請

す
る
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会

が
集
め
た
署
名
は
、
６
５
０
筆

を
超
え
ま
し
た
。
３
月
に
な
っ

て
集
ま
っ
た
も
の
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
行
動
に
参
加
す
る

栃
木
県
の
代
表
の
皆
さ
ん
に
直

接
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
署
名
数
が
前
回
ほ
ど

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
私
た

ち
の
力
量
不
足
が
大
き
い
の
で

す
が
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
め
ざ
し
て
、
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
下
野
市
か
ら
の
運

動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。(

２
０
１
５・４
月)

代
表　

曽
根　

史

１
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　　南河内図書館　　
■読書会
５月９日㈯　午前10時～
テキスト／石飛 幸三 著「「平隠死」のすすめ」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
５月９日㈯　午前10時30分～
５月23日㈯　午後２時～
■赤ちゃんといっしょ～ ～気がかりがスッキリ～
育児の不安や疑問のワンポイントアドバイスと
本の紹介をします。
５月14日㈭　午前10時30分～（約１時間）
講　師：中新井 有香 先生（下野市保健師）
対　象：０歳児と保護者
定　員：15組（※要申し込み）／参加無料
■読んでみよう“広報しもつけ”（全４回）
目の不自由な方に、広報誌などを音声で伝える
音訳ボランティアの体験講座です。情報を正し
く伝える基礎、写真や表の表現を中心に学びま
す。初心者・学生の参加者大歓迎です！
開講日：６月７、14日、７月５、12日（日曜日）
時　間：午前10時～正午
講　師：菊地 晶子 先生
定　員：15名（先着順／市内在住者優先）
場　所：南河内公民館会議室
受　付：５月10日㈰から開始
※南河内図書館へ直接またはお電話にてお申し
込みください。

　　石橋図書館　　
■おはなし会　１階おはなしコーナー
５月２日㈯、16日㈯　午前11時～
※２日はこどもの日スペシャル版
■乳幼児向けちいさなおはなし会
５月18日㈪　午前10時～11時
■母の日工作会　１階おはなしコーナー
５月９日㈯　午前10時30分～（約30分）
※申し込み不要／参加無料
■ものつくり隊！ふれあい工作会
５月10日㈰　午後２時～
内　容：スイーツデコ 
定　員：10名（※申し込み不要）／参加無料
■読書会　２階視聴覚室
５月13日㈬　午前10時～
テキスト／井上ひさし 著「国語事件殺人辞典」
■古典文学講座「平家物語」（第１回）
５月24日㈰　午後２時～３時30分
定　員：24名（※要申し込み）／参加無料
受　付：５月２日㈯から開始
※詳細は石橋図書館までお問い合わせください。
■新聞コラム書き写し
５月25日(月)　午前10時～ 11時30分
※申し込み不要

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写しの会
５月１日・15日㈮　午前９時30分～ 10時30分
定　員：20名（※初めての方は要申し込み）
持ち物：筆記用具／参加無料
■こどもの日イベント　１階おはなしコーナー
①クイズラリー「クイズに答えてプレゼントを
もらおう」
5月2日(土) ～ 6日(水)　※ひとり1回まで
対　象：幼児～小学生（※申し込み不要）
持ち物：えんぴつ
②こいのぼり作り
5月2日(土) ～ 5日(火) 午前10時30分～正午
③カーネーションとカード作り
5月6日(水) 午前10時30分～正午
※①②③全て事前申し込み不要
■お話ポケットの会のおはなし会
５月９日㈯　午後2時～
■読書会　２階視聴覚室
５月16日㈯　午前10時～
テキスト／東　峰夫 著「オキナワの少年」
■スタッフによるお楽しみ会
５月23日㈯　午前10時30分～
内　容「新聞紙で動物を作ろう」
■国分寺図書館寄席　２階視聴覚室
５月30日㈯　午前10時30分～正午
出　演：真岡落語研究会
定　員：20名（※要申し込み）／参加無料

ＱＲコード

利用案内
■５月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
谷崎潤一郎の恋文
－松子・重子姉妹との書簡集－（南）… 谷崎潤一郎
　　 「春琴抄」「細雪」など数々の名作のモデル
になった姉妹と文豪が交わした、未公開書
簡を含む全351通。

乙女の松下村塾読本（南） … 堀江 広樹
無頼のススメ（石） … 伊集院 静
冤罪凶状（石） … 澤田 ふじ子
ナイルパーチの女子会（国） … 柚木 麻子
マリコ、カンレキ！（国） … 林 真理子
＜児童書＞
パオズになったおひなさま（南） … 佐和 みずえ
金色のキャベツ（南） … 堀米 薫
にしきのなかの馬（石） … やえがし なおこ
りゆうがあります（石） … ヨシタケ シンスケ
えんぴつ太郎のぼうけん（国） … 佐藤 さとる
ヒトニツイテ（国） … 五味 太郎
※ 掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
こでも貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

決定！本屋大賞2015

全国の書店員が“今いちばん売りたい
本”を選ぶ『本屋大賞2015』が決定し
ました。12回目の今回は、人気シリー
ズ「精霊の守り人」「獣の奏者」で
幅広い世代の読者を夢中にさせて
きた作家・上橋菜穂子さんの「鹿
の王」が大賞を受賞しました。

【４位】
本屋さんのダイアナ

柚木 麻子 著
新潮社

【２位】
サラバ！（上）（下）

西 加奈子 著
小学館

【８位】
キャプテン
サンダーボルト
阿部 和重・
伊坂幸太郎 著
文藝春秋

【５位】
土漠の花

月村 了衛 著
幻冬舎

【３位】
ハケンアニメ！

辻村 深月 著
マガジンハウス

【９位】
アイネクライネナ
ハトムジーク
伊坂幸太郎 著
幻冬舎

【６位】
怒 り（上）（下）

吉田 修一 著
中央公論新社

【10 位】
億 男

川村元気 著
マガジンハウス

【７位】
満 願

米澤 穂信 著
新潮社

自分の全てを否定していた孤独なダイアナ
と、何もかも正反対の彩子。二人が試練を越
えて大人になる姿を描く。　　　　(石 )(国 )

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【(南)＝南河内　(石)＝石橋　(国)＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

　南河内図書館 ☎48-2395　石橋図書館 ☎52-1136　国分寺図書館 ☎44-3399

エジプトへ向かった主人公・歩に、後の人生に
大きな影響を与える出来事が待ち受けていた。
直木賞受賞作。　　　　　　　　(南)(石 )(国 )

小学生の時同じ野球チームだった二人の男が
20 代後半で再会し一攫千金のチャンスに巡
り合う。　　　　　　　　　　(南 )(石 )(国 )

ソマリアの国境付近で墜落ヘリの捜索救助に
あたる陸上自衛隊のもとに、命を狙われた女
が駆け込んでくる。　　　　　　　　　(石 )

9 年ぶりに新作に挑む伝説の天才アニメ監督
と期待の新人監督＆人気プロデューサー。
二つの番組を巡り事件が起きる。　　　(石 )

妻に愛想を尽かされたサラリーマン、他力本
願で恋をしようとする青年…。情けないけど
愛おしい登場人物たち。　　　(南 )(石 )(国 )

夫婦が惨殺され、血まみれの廊下には犯人が
書いた血文字「怒」が残されていた…。１年
後の夏、物語は始まる。　　　　　( 石 )( 国 )

宝くじで 3億円を当てた図書館司書の一男。
人間にとってお金とは何か？お金と幸せの答
えとは？　　　　　　　　　　　　(南 )(国 )

交番勤務の警官、在外ビジネスマン、美しき
中学生姉妹など、切実に生きる人々が遭遇す
る６つの奇妙な事件。　　　　(南 )(石 )(国 )

鹿の王（上）（下）

上橋　菜穂子 著
KADOKAWA
角川書店

強大な帝国から故郷を守るため戦う戦士団＜独角＞。そ
の頭・ヴァンは岩塩鉱に囚われていた。ある夜、犬たち
が岩塩鉱を襲い謎の病が発生する。その隙に逃げ出した
ヴァンは幼い少女を拾うが…。児童から大人まで楽しめ
る壮大なファンタジー小説。　　　　　　(南 )( 石 )( 国 )

読書人
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

第18回グリムのおはなしフェスト…Ｐ29

栃木県議会議員選挙結果…P31

写経体験教室開催のお知らせ…P32

下野市子ども・子育て会議委員を再募集します…P33

統計調査員の登録者募集…P34

月 火 水 木 金 土 日
5/1 2 3
アコーディオン
歌声（4.40）

4 5 6 7 8 9 10
トレーニング
講習会（4.14）

ふ～ちゃん 汐里ちゃん

市民課日曜窓口（4.44）

11 12 13 14 15 16 17
iPad講座（全4
回）（4.35）
パソコン基本操
作相談（5.25）

こころの健康
相談（5.10）

司法書士無料
法律相談会
（5.36）
腕試しゴルフ会
（4.31）

みるく出前
サロン（4.11）

田植え体験（4.42） キンボールスポーツ
サンデー（4.31）
夢くらぶ国分寺スポーツ
フェスティバル（5.21）

18 19 20 21 22 23 24

ゆたちゃん

つくし子育て
巡回相談
（5.11）

がん患者と
家族のサロン
（5.31）
チャリティー
ゴルフ大会
（4.31）

25 26 27 28 29 30 31
みるく子育て
巡回相談
（5.11）

歩くらす（5.16）
写経体験教室
（5.32）

ヘルシースター
ト教室（4.17）
行政書士無料
専門相談会
（5.36）

認知症サポー
ター養成講座
（5.33）

ノルディックウォーキング
教室（4.32）
クライミング教室（全5回）
（5.21）
国際バーベキュー（5.40）
歌声喫茶（5.29）

たーちゃん

6/1 2 3 4 5 6 7
トレーニング
講習会（4.14）
パソコン基本操
作相談（5.25）
都市計画区域マ
スタープラン説
明会（5.29）

禁煙スタート教
室（5.16）
花と緑のボラ
ンティア講座
（4.35）

禁煙スタート教
室（5.16）
歩くらす（5.16）

献血（5.10）
みそ汁塩分測定
会（5.16）

ななみちゃん

グリムのおはなしフェスト
（5.29）
キンボールスポーツリーダー
認定講習会（5.20）

8 9 10 11 12 13 14

正騎くん

家族介護者交流
会（5.33）

道の駅食のオー
プンスクール
（5.29）

中高生交流キャンプ（5.24） 市民体育祭ﾃｨｰボール大会
（4.30）
水郷あやめ散策健康ウォー
キング（5.21）
フッ素塗布・歯の相談（5.9）

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

イベント（4.40）

5月誕生日のみんな！
おめでとう

グリムの館ゴールデンウィーク

元船舶職員によるフリートーク（5.25）



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.5
29

イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

6/11～■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美
先
生

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

栃
ナ
ビ
「
栃
木
っ
て
う
ま
か
ん

べ
？
」
レ
シ
ピ
連
載
や
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
も
料
理
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
ご
と
に
募
集 

（
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参 

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円
程
度

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

 

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営
事

　

務
局

　
☎ 

０
２
８（
６
３
５
）
２
５
７
７

※ 

受
付
時
間
：
平
日
の
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時

詳
し
く
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
18
回

グ
リ
ム
の
お
は
な
し

フ
ェ
ス
ト

6/7

■
日
時　

６
月
７
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

■
内
容

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る
お

は
な
し
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
紙
芝
居
の
公
演
を
行
い
ま

す
。そ

の
他
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

M
usic M

ake

主
催

歌
声
喫
茶

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
付
き

5/30
　

プ
ロ
演
奏
家
の
伴
奏
で
気
持
ち

よ
く
声
を
合
わ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
30
日
㈯
午
前
10
時

開
演

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■ 

参
加
費
（
お
茶
代
込
み
）

５
０
０
円　

※
予
約
不
要

■
出
演
者

 

阿
久
津　

世
千
子

別
井　

亜
紀
子

コ
ー
ラ
ル
・
カ
リ
ヨ
ン

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

代
表　

阿
久
津

    

☎
０
９
０（
４
２
１
７
）０
２
０
４

お
知
ら
せ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

髙
野
和
子
様
か
ら
、
金
３
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
福
祉
関
係
事
業
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
山
農
業
協
同
組
合
様
か
ら
図

書
カ
ー
ド（
１
２
９
，０
０
０
円
分
）

と
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
６
１
０
枚

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
の
教
育
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
関
す
る
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

栃
木
県
が
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
都
市
計
画
の
構
想
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
の
構
想

小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
小
山
栃
木
都
市
計

画 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
）

■
対
象
区
域

　

下
野
市
を
含
む
小
山
栃
木
都
市

計
画
区
域
の
全
部

■
説
明
会

・ 

日
時　

６
月
１
日
㈪

午
後
６
時
30
分
〜

・  

会
場　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ  

ー
ル

■
説
明
内
容
の
概
要

　

都
市
計
画
の
目
標
、
区
域
区
分

の
決
定
の
有
無
、
主
要
な
都
市
計

画
の
決
定
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
２
８（
６
２
３
）
２
４
６
５

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

■スケジュール　※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選びください。
月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込

受付

6/11 木 10：30～13：00 大人の絶品スパニッシュ( コカ（スペイン風ピザ）・アヒージョ・ガスパッチョ ) 5/12～

7/30 木
10：30～13：00

真夏のスパイシーレシピ
( 本格夏野菜カレー・タンドリーチキン ) 6/30～

14：30～17：00

8/24 月 10：30～13：00 簡単！ピリッと！本格！中華！( 麻婆豆腐・棒々鶏 ) 7/22～

※内容は、変更になる場合があります。
※９月以降のスケジュールは、随時お知らせします。

1



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.5
30

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

■
市
民
懇
談
会
の
結
果

平
成
27
年
１
〜
２
月
に
３
回
に

分
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

実
施
し
、
23
名
（
の
べ
58
名
）
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
生
活
環
境
・
地
域
社
会
」、「
教

育
・
文
化
」、「
保
健
・
福
祉
」、「
産

業
・
都
市
基
盤
」
を
テ
ー
マ
に
課

題
の
抽
出
と
重
点
的
な
取
組
を
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、「
自
治
会
を
核

と
し
た
若
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と

普
及
・
育
成
」、「
農
業
や
農
産
物

を
活
か
し
た
観
光
づ
く
り
」、
そ

の
他
多
く
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

■
ま
ち
づ
く
り
意
見
の
募
集
結
果

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
２

月
に
実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
意
見
募
集
」
で
は
、
２
名

の
方
か
ら
「
協
働
の
あ
り
方
」「
人

材
育
成
」
な
ど
に
つ
い
て
５
件
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
関
係
団
体
懇
談
会
の
結
果

平
成
27
年
１
月
に
ま
ち
づ
く
り

に
関
係
す
る
各
種
19
団
体
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、「
分
野
別
の
課
題

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
支
援
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
」、「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
と
し
て
の
魅
力
を
活
用
」、

「
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
産
業
の

情
報
発
信
」
な
ど
具
体
的
な
取
組

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
用平

成
27
年
３
月
に
市
長
へ
の
提

案
書
提
出
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
市
内
４
校
か
ら
７
名

が
参
加
し
、「
街
路
灯
を
増
設
し

て
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
部
活

動
の
施
設
整
備
」、「
多
目
的
ホ
ー

ル
の
建
設
」、「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｐ
Ｒ
」、「
環
境
美
化
へ
の
取
組
」

「
校
舎
の
整
備
」
な
ど
の
要
望
が

出
ま
し
た
。

各
事
業
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
計

画
へ
反
映
で
き
る
よ
う
調
査
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

下
野
市
定
住
促
進
の
た
め
の

家
庭
菜
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
東
京
圏
（
東
京
都
・

神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
）

か
ら
市
内
に
住
宅
を
取
得
し
、
居

住
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
、
希

望
す
る
方
の
住
宅
敷
地
内
に
市
が

家
庭
菜
園
を
整
備
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
ま

た
は
市
長
が
認
め
る
方

・ 

平
成
27
年
3
月
18
日
以
降
に
住

宅
を
取
得
し
た
方

・ 

定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
、
東

京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
）
か
ら
転

入
し
た
方

・ 
世
帯
全
員
が
市
税
等
の
滞
納
が

な
い
方

・ 
転
入
後
1
年
以
内
に
申
請
す
る

こ
と　

■
事
業
内
容

・ 

住
宅
敷
地
内
に
野
菜
、
果
物
ま

た
は
花
等
を
栽
培
す
る
１
坪

程
度
の
菜
園
を
下
野
市
が
整

備
し
ま
す
。

・ 

整
備
費
用
の
上
限
は
、
20
万
円

プ
ラ
ス
消
費
税
と
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）２
１
１
４

春
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

■
期
間　

５
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬
の
10
日

間
（
本
年
度
は
５
月
の
実
施
と
な

り
ま
す
。）

■
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

■
全
国
重
点
運
動

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

・ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
栃
木
県
重
点
運
動

　

・ 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
の
推
進

◎ 

道
路
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 

住
宅
街
や
通
学
路
な
ど
で
は
特

に
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

〝 

い
つ
も
よ
り　

５
キ
ロ
は
減

速　

安
全
運
転
〝

〝 

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！
〞

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課
☎（
40
）５
５
５
５

栃
木
県
で
は
「
と
ち
ぎ
の
元

気
な
森
づ
く
り
県
民
税
」
を

導
入
し
て
い
ま
す

　

県
民
の
皆
様
か
ら
年
間
７
０
０

円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
荒
廃
し

た
森
林
の
整
備
や
木
を
使
う
こ
と

の
大
切
さ
の
普
及
啓
発
な
ど
、
大

切
な
森
林
を
次
の
世
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

第
２
次
下
野
市
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る

関
連
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

デマンドバス「おでかけ」号の予約電話
番号のおかけ間違いにご注意ください！

☎０１２０－１１－１６４６



Shimotsuke
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水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
☎（
48
）２
１
２
１

栃
木
県
議
会
議
員

選
挙
結
果

任
期
満
了
（
平
成
27
年
４
月
29

日
）
に
伴
う
栃
木
県
議
会
議
員
選

挙
は
４
月
３
日
㈮
に
告
示
さ
れ
、

下
野
市
選
挙
区
（
定
数
１
名
）
は

現
職
の
若
林
和
雄
氏
以
外
に
立
候

補
の
届
出
が
な
く
、
無
投
票
で
当

選
が
確
定
し
ま
し
た
。

■
当
選
人
（
敬
称
略
）

若
林
和
雄
（
３
期
目
）

■
任
期

平
成
27
年
４
月
30
日
〜

平
成
31
年
４
月
29
日

（
県
内
の
他
の
選
挙
区
の
選
挙

結
果
等
は
、
栃
木
県
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

 

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
40
）５
５
６
２

　

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税

措
置
の
延
長
に
つ
い
て

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
措
置

は
、
３
年
間
（
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
）
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

免
税
証
等
の
取
扱
い
は
以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
免
税
証

一
括
交
付
で
お
渡
し
し
た
免
税

証
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

有
効
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
使
用
で

き
ま
す
。
変
更
の
手
続
は
、
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
免
税
軽
油
使
用
者
証

一
括
交
付
で
お
渡
し
し
た
使
用

者
証
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
の
有
効
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
交
付
の
日
か
ら
３
年
間
有
効

で
あ
る
と
読
み
替
え
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る

報
告
書
の
提
出

従
来
ど
お
り
、
次
回
の
免
税
証

交
付
時
に
報
告
（
提
出
）
が
必
要

で
す
。
報
告
書
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
納
品
書
（
領
収
書
、
請
求

書
）
等
（
コ
ピ
ー
可
）
を
添
付
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
未
使
用
の
免
税
証
の
返
納

従
来
ど
お
り
、
使
用
し
て
い
な

い
免
税
証
は
、
次
回
の
免
税
証
交

付
時
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

■
次
回
の
一
括
交
付
の
日
程
等

次
回
の
一
括
交
付
の
日
程
、
場

所
等
は
、
平
成
27
年
11
月
以
降
、

栃
木
県
税
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
市
町
・
J
A
等
の
広
報
誌
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
税
事
務
所　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

☎
０
２
８
２（
23
）６
８
８
２

○
下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎（
48
）２
１
１
６

自
動
車
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

■
自
動
車
税
の
納
期
限

６
月
１
日
㈪

（ 

納
税
通
知
書
発
付
日
：
５
月

１
日
）

■
納
付
場
所

金
融
機
関
・
郵
便
局
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
の
振
替

に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。
安
全

で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

心
身
障
が
い
者
の
方
は
、
障
が

い
の
程
度
な
ど
一
定
の
要
件
の
も

と
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
１

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催（
５
月
）
　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

は
病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
21
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

本
館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ

　

ン
ジ

■
内
容

　

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
医
療

　
　

費
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

　

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

　

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

施  

設 日
取
採

採水場所 セシウム134 セシウム137
基準値
（セシウム 134及び137
の合計）

10Ｂｑ/ｋｇ

設
施
道
水

日
５
月
３

南河内第1配水場 不検出 不検出
石橋第1配水場 不検出 不検出
国分寺第1配水場 不検出 不検出
南河内第2配水場 不検出 不検出
石橋第2配水場 不検出 不検出
国分寺第2配水場 不検出 不検出
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集
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談

就　
　

職

くらしの情報

平
成
27
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
開
催

  

講
話
や
障
が
い
の
疑
似
体
験
、

実
際
の
支
援
体
験
を
通
し
て
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
理
解
を

深
め
、
本
校
児
童
生
徒
や
障
が
い

児
・
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
を
目
的
と
し
た
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■
実
施
機
関

６
月
〜
11
月
（
全
６
回
）

■
対
象
者

障
が
い
児
・
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
高
校
生

以
上
の
方

■
場
所

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

■
募
集
期
間

５
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

写
経
体
験
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

か
つ
て
は
仏
教
の
修
行
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
写
経
を

体
験
す
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

■
日
時

５
月
26
日
㈫

午
前
の
部
：
10
時
〜
正
午

午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
〜

　

３
時
30
分

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
内
容　

椅
子
に
座
っ
て
、
下

書
き
の
あ
る
紙
に
筆
ペ
ン
を
使

っ
て
書
き
ま
す
。

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で　
（
静
か
に
取
り
組
め
る
方
）

■
定
員　

各
回
８
名
ま
で

■
申
込
期
間　

５
月
13
日
㈬
午

前
９
時
〜
24
日
㈰

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）３
１
２
１

民生委員児童委員は、
皆さんと同じ地域に暮らす
最も身近な相談相手です。

民生委員児童委員は、皆さんに福祉全般に
関する様々な悩みや問題が生じたときに、皆
さんの立場になって力になってくれる身近な
相談相手です。また、地域福祉の推進活動に
おいても活躍しています。現在、下野市では
108名の民生委員児童委員が厚生労働大臣か
ら委嘱され、市内の各地域で活動しています。
民生委員児童委員は、報酬を受けずに活動
する委嘱ボランティアで、民生委員法に基づ
き地域福祉推進のために幅広い活動を行って
います。また、児童福祉法により児童委員を
兼ねており、児童健全育成や児童福祉に関す
る活動も行います。さらに、委員の中には児
童委員活動を一層充実させるために、子ども
や子育てに関する相談を専門的に担当する６
人の主任児童委員がいます。

民生委員児童委員は、地域に暮らす皆さん
の心配ごとなどの解決を図ります。必要に応
じて専門機関や福祉サービスの案内をし、皆
さんと行政機関等とのパイプ役を務めます。
また、民生委員児童委員には守秘義務（民生
委員法第15条）があります。相談内容の秘密
を守り、個人情報やプライバシーの保護に配
慮した支援活動を行っていますので、安心し
てご相談ください。

※ 民生委員児童委員はそれぞれ担当地区（受
け持ち地区）があります。お住まいの地区
の民生委員児童委員がわからないときは
社会福祉課までお問い合わせください。

■問い合わせ先　社会福祉課☎（52）1112

■5月12日は民生委員児童委員の日です。
大正６年５月12日、今の民生委員制度の基になった「済世顧問員制度」が発足しました。
この創設の日を記念し、全国の民生委員児童委員が社会福祉の増進に取り組む決意を新た
にする日として、昭和52年、民生委員の日が制定されました。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

募　

集
下
野
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
委
員

を
再
募
集
し
ま
す

■
会
議
の
内
容

・ 

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
関
す
る
こ
と
。 

・ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
、
施
策
の
実
施
状

況
に
関
す
る
こ
と
。

・ 

保
育
施
設
の
定
員
等
に
関
す
る

こ
と
。

■
委
員
の
任
期

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

年
２
，３
回
程
度

■
報
酬

日
額
６
，０
０
０
円
（
委
員
長
は

７
，０
０
０
円
）

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
方

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

２
名

■
応
募
方
法

　

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
郵
送
・

F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

５
月
11
日
㈪
〜
27
日
㈬

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
必
着
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
、

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
受
付
は

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
選
考
結
果

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９
‐
０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

（
52
）１
１
３
７

　

kodom
ofukushi@

city.

　

shim
otsuke.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
者
募
集

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

る
応
援
者
で
す
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
い
つ
自
分
や

家
族
、
あ
る
い
は
友
人
や
知
り
合

い
が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
、
学
び

た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

養
成
講
座
終
了
後
、
認
知
症
サ

ポ
―
タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
日
時

　
５
月
29
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
―
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

　

40
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

家
族
介
護
者
交
流
会

参
加
者
募
集

介
護
し
て
い
る
方
の
交
流
と
情

報
交
換
の
場
で
す
。

今
回
は
「
磯
の
香
り
と
イ
ル
カ

に
会
え
る
水
族
館
へ
」
を
テ
ー
マ

に
日
帰
り
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

■
日
時

　
６
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
対
象
者

　

①
現
在
介
護
し
て
い
る
方

　

 

②
過
去
に
介
護
し
て
い
た
方（
一

年
未
満
）

■
参
加
費

　
２
，０
０
０
円
（
昼
食
代
）

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｇ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

↓
ゆ
う
ゆ
う
館
↓
き
ら
ら
館
↓
ア

ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族

館
↓
き
ら
ら
館
↓
ゆ
う
ゆ
う
館
↓

Ｇ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切　
５
月
29
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

　
こ
く
ぶ
ん
じ　
☎（
43
）１
２
２
９

　
い
し
ば
し　
　
☎（
51
）０
６
３
３

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

　

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

　

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

　

・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

　

・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：
７
時
間
45
分
（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９
‐
０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

統
計
調
査
員
の

登
録
者
募
集

　

国
勢
調
査
の
実
施
に
際
し
、
各

世
帯
を
訪
問
す
る
統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

・ 

20
歳
以
上
の
方
で
、
税
務
・
警

察
・
選
挙
業
務
に
従
事
し
て
い

な
い
方
で
、
平
日
に
開
催
す
る

説
明
会
等
に
参
加
で
き
る
方

・ 

調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の

秘
密
を
保
持
で
き
る
方

■
手
当

　

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
概
ね
３
〜
５
万
円
程
度
の
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
総
合
政
策
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま

す
。）に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
さ
れ
た
調
査
員
の
方
か
ら

優
先
に
調
査
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

（
40
）５
５
７
２

　

 sougouseisaku@city.shimotsuke.lg.jp

第
16
回
グ
リ
ム
童
話
賞・絵
画
展
募
集

○
童
話
賞

■
募
集
内
容
・
テ
ー
マ

「
星
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
誰
も

が
楽
し
ん
で
読
め
る
童
話
を
募
集

し
ま
す
。

■
部
門

・
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

・
中
学
生
以
下
の
部　

■
応
募
締
切

11
月
３
日
（
消
印
有
効
）

○
絵
画
展

■
募
集
内
容

〝
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
下
野
市
〞

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、

ふ
る
さ
と
〝
下
野
市
〞
を
再
発
見

す
る
た
め
に
、
下
野
市
の
風
景
画

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

・ 

一
般
の
部
：
下
野
市
の
風
景

・ 

幼
・
小
・
中
の
部
：
下
野
市
の

風
景
、
日
常
風
景
な
ど

■
搬
入
日

　

１
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

※ 

応
募
規
定
・
詳
細
は
、
情
報
誌

グ
リ
ム
タ
イ
ム
ズ
ま
た
は
公

式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.grim

m
-no.net/

障
が
い
の
あ
る
子
供
達
の
活

動
を
支
え
る「
け
や
き
サ
ポ
ー

タ
ー
」会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

下
野
市
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー

け
や
き
を
拠
点
と
し
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
社

会
参
加
や
活
動
の
場
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
内
容
や
年
齢
を
問
わ

ず
下
野
市
在
住
の
お
子
様
と
そ
の

家
族
、
ま
た
市
民
の
ど
な
た
で
も

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
が
で
き
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
今
年
度
の
活
動
開
始
日

６
月
６
日
㈯
午
前
10
時
〜

（
け
や
き
サ
ポ
ー
タ
ー
総
会
）

■
登
録
方
法

５
月
30
日
㈯
ま
で
に
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
総
会
出
欠
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
４
１
３

下
野
市
駅
東
３

－

１

－

19

け
や
き
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局

　

☎（
40
）０
９
０
９

　

（
37
）７
７
７
３

　

keyaki_0909@
yahoo.co.jp

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

新
作
お
ま
つ
り
音
頭
演
奏
者
と

歌
手
募
集

第
25
回
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
を

記
念
し
て
お
ま
つ
り
音
頭
を
創
作

し
ま
す
。

お
ま
つ
り
本
番
で
の
演
奏
者
と

歌
手
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容
・
人
数

お
ま
つ
り
本
番
の
生
演
奏
者

・
太
鼓　
１
名
以
上

・
笛　
　
１
名
以
上

・
キ
ー
ボ
ー
ド　
１
名

・
歌
手　

若
干
名

■
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
方
。

楽
器
演
奏
や
う
た
の
好
き
な
方

を
歓
迎
し
ま
す
。（
委
細
面
談
）

■
募
集
期
間

　
５
月
１
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈫

■ 

練
習
日　

６
月
・
７
月
の
土
日

（
３
回
程
度
予
定
）

○
エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

■
日
時　
７
月
25
日
㈯

午
後
８
時
30
分
頃
ま
で

■
場
所　

祇
園
原
公
園

■
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

水
上
美
紀

　
☎
０
９
０（
８
１
７
９
）４
６
１
９

し
も
つ
け
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ（
仮
称
） 団
員
募
集

下
野
市
民
に
よ
る
吹
奏
楽
団
を

結
成
し
ま
す
。

楽
器
経
験
者
及
び
こ
れ
か
ら
楽

器
を
演
奏
し
て
み
た
い
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
練
習
日
時

　
５
月
２・16・30
日（
全
て
土
曜
日
）

　
午
後
６
時
〜
９
時

■
場
所

　
国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
参
加
費　
１
回
２
０
０
円

■
対
象

高
校
生
以
上
で
、
楽
器
・
譜
面

台
を
持
参
で
き
る
方
（
楽
器
の
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
稲
葉
☎（
51
）１
４
７
７

    

（
パ
ソ
コ
ン
）21780368@
um
ail. 

    

plala.or.jp

    

（
携
帯
）taro-21780368@
docom
o.

    

ne.jp

    

http://m
usic.geocities.

   

jp/sim
otuke_sw
o/
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

平
成
27
年
度
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

前
期

講
座
の
ご
案
内

○
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
県
民

講
座
（
全
３
回
）

■
開
催
日
時

① 

５
月
30
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

② 

６
月
13
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

③ 

７
月
５
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
テ
ー
マ

　

 

①
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

　

②
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ　

③
貧
困

■
対
象
・
受
講
料

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

■
定
員

①
②
１
０
０
名
、
③
80
名

■
申
込
締
切

　

各
開
催
日
前
日（
先
着
順
）

○ 

と
ち
ぎ
女
性
政
策
塾
〜
政
策
に

も
っ
と
女
性
の
声
を
！
〜
（
全

７
回
）

■
開
催
日

①
７
月
11
日
㈯

②
７
月
25
日
㈯

③
９
月
５
日
㈯

④
９
月
26
日
㈯

⑤
10
月
４
日
㈰

　

⑥
10
月
24
日
㈯

　

⑦
10
月
31
日
㈯

■
開
催
時
間

①
〜
⑥
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

⑦
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
対
象

審
議
会
等
に
参
画
す
る
意
欲
の

あ
る
女
性
ま
た
は
自
ら
一
歩
を
踏

み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性

や
市
町
か
ら
の
推
薦
等

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

15
名（
選
考
あ
り
）

■
申
込
方
法　

６
月
19
日
㈮
ま
で

に
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○ 

T
O
C
H
I
G
I
で
輝
く
☆「
働

く
ウ
ー
マ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業　

公
開
講
座

■
日
時

　
８
月
25
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
容　

女
性
が
本
人
の
意
思
に

反
し
て
就
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
男
性
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、
女

性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
取

り
組
む
べ
き
労
使
の
課
題
等
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

■
会
場　

宇
都
宮
大
学

■
対
象
・
受
講
料

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。

■
定
員　
１
５
０
名（
先
着
順
）

○
地
域
指
導
者
養
成
講
座（
全
４

回
）

■
開
催
日
時

① 

７
月
11
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

② 

９
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

③ 

９
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

④
12
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
テ
ー
マ

① 

県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策・

協
働
②
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ

ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
に
よ
る「
地

域
課
題
の
共
有
」
④
防
災

■
対
象　

男
女
共
同
参
画
地
域
推

進
員
、
そ
の
他
受
講
を
希
望
す
る

方■
定
員　

30
名
程
度

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
締
切　
６
月
19
日
㈮

※ 

一
時
保
育（
満
６
か
月
〜
未
就
学

児
ま
で
）
を
ご
希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
事
業
推
進
課

　
☎
０
２
８（
６
６
５
）８
３
２
３

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
37
期
生
を
募
集
し
ま
す

■
説
明
会
会
場
・
日
程

・ 

中
央
校

第
１
回　
　

５
月
21
日
㈭

第
２
回　
　

６
月
８
日
㈪

　

☎
０
２
８（
６
４
３
）３
３
９
０

・ 

南
校

第
１
回　
　

５
月
20
日
㈬

第
２
回　
　

６
月
９
日
㈫

☎
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

・
北
校

第
１
回　
　

５
月
22
日
㈮

第
２
回　
　

６
月
12
日
㈮    

☎
０
２
８
７（
43
）９
０
１
０

■
説
明
会
時
間

　

全
日
程
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

■
参
加
方
法

説
明
会
当
日
、
希
望
校
へ
直
接

来
校
。

■
応
募
資
格

・
60
歳
以
上
で
県
内
に
在
住
の
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
る
方

・ 

第
25
期
（
平
成
17
年
度
）
以
降

の
シ
ル
バ
ー
大
学
校
を
卒
業

し
て
い
な
い
方

・ 

50
歳
〜
60
歳
未
満
の
方
（
た
だ

し
地
域
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、

市
の
推
薦
が
あ
る
方
）

※ 
年
齢
は
平
成
28
年
３
月
31
日
現

在

■
応
募
期
間

６
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫
※
郵
送

の
場
合
に
は
消
印
有
効

■
入
学
願
書
の
配
布
・
提
出
先

下
野
市
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
入

学
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー
大
学
校

で
願
書
の
配
布
、
提
出
の
受
付
を

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
長
の

推
薦
が
必
要
な
方
の
願
書
は
下
野

市
高
齢
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５
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集
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談

就　
　

職

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

■
対
象
者 
平
成
27
年
４
月
に
高

等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期

課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
を
含
む
。）
ま
た
は
修
業
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
高
等
課
程

に
在
学
し
て
い
る
方
。

■
募
集
期
間　

５
月
15
日
㈮
〜
６

月
19
日
㈮

■
貸
与
月
額

　

国
公
立　

１
８
，０
０
０
円

　

私
立　
　

３
０
，０
０
０
円

■
願
書
等
配
布
先

　

５
月
中
旬
に
県
内
高
等
学
校
、

市
町
教
育
委
員
会
、
県
教
育
事
務

所
、
県
民
プ
ラ
ザ
、
県
民
相
談
室

等
に
配
布
し
ま
す
。

○
寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
貸
付
原
資
と
な
る
善

意
の
寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
振
込
書
等
は
県
内
市

町
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
育
英

会
　
☎
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

 　

http://www.tochiiku.sakura.

　

 ne.jp/index.html

平
成
28
年
歌
会
始
め
の

お
題

　

宮
内
庁
か
ら
平
成
28
年
歌
会

始
め
の
お
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
お
題

　
「
人（
ひ
と
）」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。「
人
」
の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
人
材
」、

「
若
人
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
郵
送
の
あ
て
先

「
〒
１
０
０

－

８
１
１
１　

宮

内
庁
」
と
し
、封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
期
間

９
月
30
日
㈬
ま
で

■
詠
進
要
領

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

 
http://w

w
w
.kunaicho.go.jp/

）

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

５
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係（
相
続
、売
買

な
ど
）、商
業
・
法
人
登
記
関
係
、多

重
債
務
関
係
、裁
判
手
続
き
関
係

（
１
４
０
万
円
を
超
え
な
い
簡
易

裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続
き
）、成

年
後
見
関
係

■
日
時

５
月
13
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

－

２
３

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

小
杉
孝
一
（
小
杉
司
法
書
士
事

　

務
所
）

☎（
21
）６
３
１
２

○ 

下
野
市
医
大
前
３
1̶ 0
1̶3
栃

木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部
飯

島
陽
子（
飯
島
陽
子
司
法
書
士

事
務
所
）

☎（
44
）４
９
１
７

就　

職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

｢

技
能
講
習
会｣

の
開
催

■
申
込
締
切

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

くらしの情報

講座名 定員 実施期間 受講料

マシニングセンタ
プログラミングの基礎 10 5月18日㈪～19日㈫

午前9時～午後4時

3,520 円

表計算データ処理
（Excel2013 基礎編） 14 5月28日㈭～29日㈮

午前9時～午後4時

※受講料は栃木県収入証紙でお支払いください。



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.5
37

実
際
に
取
引
の
あ
る
銀
行
を
装

っ
て
偽
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

送
り
つ
け
、「
あ
な
た
の
個
人
情

報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
、
新
し
い

カ
ー
ド
と
交
換
す
る
」
な
ど
と
言

っ
て
使
用
中
の
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
を
送
ら
せ
る
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。金

融
機
関
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
返
送
さ
せ
た
り
、
暗
証
番
号

を
尋
ね
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
連
絡

を
受
け
て
も
、
絶
対
に
返
送
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、
取
引

先
の
銀
行
、
も
し
く
は
警
察
署
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　

 （
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

「
自
分
ら
し
さ
」を
大
切
に

　

人
間
が
生
ま
れ
も
っ
た
生
物

学
的
な
性
別
に
対
し
、
社
会
に

よって
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
男
ら

し
さ
、
女
ら
し
さ
」
に
象
徴
さ

れ
る
性
差
観
念
を
「
ジェン
ダ
ー
」

（
社
会
的
性
別
）
と
い
い
ま
す
。

　

ジ
ェン
ダ
ー
意
識
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
の
中
で
無
意
識
の

う
ち
に
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
よ
う
に
、
性
別
に
よ
っ
て
役

割
分
担
を
固
定
的
と
す
る
考
え

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
数
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ジ
ェン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
ず
に
柔

軟
な
考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
と
、
生
き
方
や
職
業
の
選
択
、

行
動
の
幅
も
広
が
り
、
よ
り
豊

か
に
生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

って
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
う
考
え
に
捉
わ
れ
ず
、「
自
分

ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

文
教
通
り
周
辺
に
は
、
小
学

校
、
高
校
、
病
院
、
文
化
施
設

が
建
ち
並
び
、
朝
夕
は
多
く
の

学
生
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
１
年
生
の

ラ
ン
ド
セ
ル
に
は
交
通
安
全
の

黄
色
い
カ
バ
ー
が
つ
け
ら
れ
て

い
て
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
も

の
で
す
。
小
さ
い
背
中
に
ひ
と

き
わ
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大
き
く
見

え
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
語
源
は
、
オ
ラ

ン
ダ
語
の
ラ
ン
セ
ル「 ransel

」

が
な
ま
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

春
に
な
る
と
、
新
一
年
生
が

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
、

学
校
ま
で
の
道
の
り
を
予
行
練

習
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
交
差
点
は
危
な
い
か
ら
よ
く

見
て
ね
」
と
か
、
途
中
で
ト
イ

レ
に
行
き
た
く
な
っ
た
時
貸
し

て
く
れ
る
お
店
を
確
認
し
た
り
、

親
の
心
配
は
尽
き
な
い
も
の
で

す
。

　

色
も
以
前
は
、
赤
と
黒
の
２

種
類
が
多
い
も
の
で
し
た
が
、

今
は
青
や
茶
色
、
ピ
ン
ク
色
な

ど
カ
ラ
フ
ル
で
と
て
も
お
し
ゃ

れ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
か
ら
発
信
さ
れ

る
ア
ニ
メ
や
漫
画
に
、
小
学
生

が
背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル
が
登
場

し
、
そ
れ
を
見
た
海
外
の
方
が
、

日
本
の
お
土
産
と
し
て
ラ
ン
ド

セ
ル
を
購
入
す
る
た
め
、
空
港

の
免
税
店
に
は
ラ
ン
ド
セ
ル
が

並
ん
で
い
る
と
か
。
ラ
ン
ド
セ

ル
が
日
本
の
文
化
と
し
て
定
着

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
を
み
る
と
、
大

き
な
期
待
と
、
ち
ょ
っ
と
の
不

安
を
胸
に
通
学
し
て
い
た
こ
ろ

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ら
」で
す

くらしの情報くらしの情報

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証

番
号
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
に

ご
注
意
を

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 39ページ

橋本神社太々神楽▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2
①③ ②④

3 4 5 6 7 8 9
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
10 11 12 13 14 15 16
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
17 18 19 20 21 22 23
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
24 25 26 27 28 29 30
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
31
①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
 24
  31 25 26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
 24
  31 25 26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
 24
  31 25 26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

12日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

19日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
20日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
5月19日、6月2・9日（火曜日）
児童母子相談 5月26日㈫

会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
5月18日､ 6月1･8日（月曜日）
児童母子相談 5月25日㈪
法律相談 5月14日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
5月15日、6月5・12日（金曜日）
児童母子相談　5月22日㈮
法律相談 6月11日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

5
月
天平公園 老人クラブ連合会国分寺地区

花広場 下野市地域婦人会

6
月
天平公園 しあわせ奉仕団下町支部

花広場 陶遊会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　6月1日㈪
固定資産税・都市計画税 第1期
軽自動車税 第1期
■納期　6月1日㈪
国民年金保険料 4月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 23日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

5
May

きらら館は
トレーニング室
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ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
菓
子
の
数　

②
手
前
手
す
り　

③
奥
の
柱

今月の何の日

５
月
５
日

わ
か
め
の
日

　

体
に
良
い
栄
養
成
分
が
豊
富
な
「
わ
か
め
」

を
よ
り
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
か
め
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
成
分
と
言

え
ば
「
食
物
繊
維
」
と
「
ミ
ネ
ラ
ル
」。
食
物

繊
維
の
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
大
腸
が
ん
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

わ
か
め
の
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
ぬ
め
り
の
正
体

は
主
に
ア
ル
ギ
ン
酸
と
い
う
食
物
繊
維
。
ア

ル
ギ
ン
酸
は
他
の
食
物
中
の
塩
分
と
結
び
つ

い
て
塩
分
を
体
外
に
排
出
す
る
働
き
が
あ
り
、

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
も
、
わ
か
め
に
は
陸

上
の
食
物
よ
り
種
類
も
量
も
多
い
ミ
ネ
ラ
ル

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丈
夫
な
歯
や

骨
を
つ
く
っ
た
り
イ
ラ
イ
ラ
防
止
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
カ
ル
シ
ウ
ム
や
新
陳
代
謝
を
活

発
に
す
る
ヨ
ウ
素
、
発
育
を
促
し
老
化
を
防

ぐ
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
わ
か
め
の
成
分
を

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
上
手
に
と
る
こ
と
。

お
い
し
い
新
わ
か
め
が
出
回
る
こ
の
頃
、
や

は
り
出
回
る
旬
の
食
材
が
タ
ケ
ノ
コ
で
す
。

こ
の
２
つ
の
食
材
を
使
っ
た
定
番
の
煮
物
「
若

竹
煮
」
な
ど
、
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
味
を
味

わ
っ
て
、
わ
か
め
の
魅
力
を
堪
能
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
わ
か
め
協
会
の
サ
イ
ト
に
は
春
の
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
た
い
わ
か
め
を
使
っ
た
新
レ

シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
参
考
資
料
：
日
本
わ
か
め
協
会

http://w
w
w
.nippon-w

akam
e.com

/

　市内祇園地区から緑地区を流れる薬
やくしがわ

師川沿いには約
800 メートルにわたってソメイヨシノが植えられ、桜の
シーズンには花を眺めながら散歩をする人の姿が多く見
られます。
　桜が散った後も、水の音と緑を感じられると人気の散
策スポットです。

保存版　平成27年度下野市グループ編成・事務分担表
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■人口と世帯（４月１日現在）
　　人口／60,066人（-248）、男性／29,893人（-93）、女性／30,173人（-155）、世帯数／22,567世帯（-84）

巨
大
な
ツ
リ
ー

綺
麗
に
咲
く
花
を
見
る
と
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
春
は
お
祝
い

事
が
多
い
特
別
な
季
節
で
す
。
心
弾
む
気

分
の
中
、
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
。
日
本
の
人
々
は
、
休
暇
に
家
族
と
一

緒
に
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
一
方
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
北
欧
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、イ
タ
リ
ア
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ド
イ
ツ
）

で
は
、
盛
大
な
伝
統
的
お
祭
り
を
こ
の
時

期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
祭
り
は
村
や
町
の
中
心
の
広
場

に
巨
大
な
ツ
リ
ー（
メ
イ
ポ
ー
ル
）を
立
て
、

そ
の
周
り
で
歌
っ
て
踊
っ
た
り
、
食
事
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
も
の
で
す
。
メ
イ
ポ
ー

ル
は
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
ツ

リ
ー
で
、
そ
の
大
き
な
樹
木
を
カ
ラ
フ
ル

な
リ
ボ
ン
で
飾
り
付
け
ま
す
。

ま
た
メ
イ
ポ
ー
ル
の
お
祭
り
は
楽
し
い

食
事
会
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ

で
は
町
や
村
対
抗
の
競
争
が
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
で
も
や
は

り
、
メ
イ
ポ
ー
ル
の
美
し
さ
が
競
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
競
争
で
は
、「
他
の
村

の
メ
イ
ポ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
自
分
の
村
の

メ
イ
ポ
ー
ル
が
一
番
だ
。」
と
い
う
考
え

か
ら
、
他
の
村
の
メ
イ
ポ
ー
ル
を
盗
む
と

い
う
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
村
同
士
の

盗
み
合
い
は
と
て
も
盛
り
あ
が
り
ま
す
。

ロ
マ
ン
ス
が
生
ま
れ
る

さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
西
部
（
ラ
イ
ネ
リ
ア

地
方
等
）
で
は
、
こ
の
お
祭
り
に
素
敵
な

ロ
マ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。
４
月
30
日
の

夜
か
ら
５
月
１
日
の
朝
ま
で
の
間
、
若
い

男
子
が
好
き
な
女
子
の
家
の
前
に
、
綺
麗

に
飾
り
付
け
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
メ

イ
ポ
ー
ル
を
置
く
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
メ
イ
ポ
ー
ル
は
例
に
漏
れ
ず
、

ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
盗
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
男
子
は
５
月
１
日
の
日
の
出
ま

で
、
メ
イ
ポ
ー
ル
を
「
ガ
ー
ド
」
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
見
事
一
晩
守

り
抜
い
た
メ
イ
ポ
ー
ル
は
、
１
か
月
間
飾

ら
れ
、
５
月
の
終
わ
り
に
男
子
は
女
子
の

家
に
行
っ
て
ツ
リ
ー
を
片
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
メ
イ
ポ
ー
ル
を
守

り
抜
い
た
ご
褒
美
と
し
て
、
彼
女
の
母
親

か
ら
ケ
ー
キ
、
父
親
か
ら
は
ビ
ー
ル
の
箱
、

女
の
子
か
ら
は
キ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
女
子
が
男
子
か
ら
メ
イ
ポ
ー
ル

を
受
け
取
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
４

年
に
１
度
の
う
る
う
年
に
は
そ
れ
が
逆
に

な
り
、
男
子
が
女
子
か
ら
メ
イ
ポ
ー
ル
を

受
け
取
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
告
白
の
メ
イ
ポ
ー
ル
を
受
け

取
る
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？
そ
れ
と
も
ご

褒
美
と
し
て
ケ
ー
キ
、
ビ
ー
ル
、
そ
し
て

キ
ス
を
も
ら
う
方
が
い
い
で
す
か
？
下
野

市
国
際
交
流
協
会
のFacebook

で
皆
さ

ん
の
意
見
を
伝
え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
８
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

国
際
Ｂ
・
Ｂ
・
Ｑ（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

　

ア
ウ
ト
ド
ア
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い

い
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
国

際
交
流
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

桜
の
花
は
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
た
く
さ
ん
美
し
い
花
が
残
っ
て
い

ま
す
。
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
美
味

し
い
食
べ
物
を
食
べ
た
り
、
簡
単
な

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
物
、
飲
み
物
、
ゲ
ー
ム
は
用
意

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
30
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
頃

■
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館

　
（
下
野
市
柴
１
０
１
９‒

１
）

■
定
員　

50
名

■
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

　

一
般
６
０
０
円

　

国
際
交
流
協
会
会
員
５
０
０
円

■
持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
袋（
持
ち
帰
り
用
）

■
申
込
期
間

　

５
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

　
　
（
メ
ー
ル
申
し
込
み
可
。）

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　
　

メ
イ
ポ
ー
ル

りら家な

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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